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（一）






「『第十五章　夜明けの復讐』……うーん。超直訳、ベタすぎるかな……。ねぇグリコ、どう思う？　スタイリッシュな訳はこの話では合わないしな……ま、いっか。リテイク入れば考え直せばいいわけだし」

　――カタカタカタ

　――ガタガタガタガタ

　キーボードを小刻みに打ち付ける音に風が窓を叩く寒々しい騒音が重なる。それでも耀子ようこは独り言を呟きながらキーボードを打つ指の動きを止めない。最新型のキーボードならこんな音はしないだろう。もっとソフトタッチで文字が打ち込め、静かにタイピングができるはずだ。だが耀子が使っているキーボードははるか二十年ほど前に流行った旧式のもので、指の力を込めて打ち込まなければ文字が打てない。従ってその音もなかなかしっかり仕事をしてますよ、と主張するようなカタカタうるさい音が鳴る。

　この木造建ての一軒家にいるのは耀子独り。物音を立てることの気遣いなどとっくの昔に忘れてしまった。音を立てること――それを耀子はむしろ楽しんでいる。音がする部屋は冷たい風がガラス窓を叩く音でさえ、なぜが心地よかった。

「ごろにゃーん」

　夢から突如目覚めたように愛猫が瞳孔を広げてぽかんとしている。そして自分の状況を確認すると、伸びをしてすぐさまそこから走り去り、カリカリと小刻みな音をさせて餌を食べ始めた。

　ここでやっと耀子は顔を上げてクスリと笑った。

「ハンクロったら、お腹すいて起きちゃったのね。ほんと、食いしん坊なんだから」

　ハンクロは名前の通り白黒の猫だ。その時机の上のキーボードの横で眠っていたグリコが何事かと顔を上げハンクロを見た後、耀子の方に視線を向けたが、下僕が動かないとわかったのかまたすぐに丸くなって寝息を立て始めた。さっきは話しかけてもひげさえ動かさなかったのに、ハンクロの一挙手一投足には敏感になるらしい。グリコはロシアンブルーの雌猫である。足下で眠っていたクロスケはハンクロに起こされたのか、毛繕いを始めた。

　北風が吹く外とは反対に、部屋の中はなんて穏やかな午後なのだろう。

　今耀子の周りにいるのは三匹だが、あと六匹家猫がいる。猫と同居している耀子もなにせ猫の着ぐるみパジャマを着て仕事をしているのだから、この家には十匹の猫がいる状態だ。

　耀子は滅多に外には出ない。仕事は家で旧式のパソコンを使ってこなしている。それで事が足りるのだ。耀子の仕事はロマンス小説の翻訳。自分が夢中になった小説を翻訳し、出版社に売り込んで翻訳家の道を自ら開いた。

　引きこもりの自分にそこまでさせた作品は無名のイギリス人女流作家のものだ。その当時彼女はまだウェブ作家、つまり個人サイトで小説を連載していた。耀子はその頃からのファンである。出版されたと聞いて早速本国から取り寄せたのだ。これはどうしても翻訳したい。その熱意のまま翻訳に没頭している間にベストセラーになり、映画化の噂がネットで広がり始めた。

　――これはやばい、活躍している翻訳家はごまんといるのだ。この作品だけは、絶対に自分が翻訳したい！

　危機的状況に気持ちが焦り、この時ばかりは無我夢中で行動していた。出版社を絞り、翻訳した原稿を持ち込んだのだ。

　まずは大手から。もしかしたらすでに翻訳が決まっているかもしれないと思ったからだ。耀子はロマンス小説を手がける大手出版社、ロマンス出版にまず原稿を持ち込んだ。それが功を奏して、耀子の夢は叶った。

　運が良かった。その言葉に尽きる。それ以来耀子はこのシリーズの翻訳を手がけている。取りかかっている原稿はシリーズ第三弾だ。

　耀子がこの作者に陶酔したのは、ほかにはまず見られない設定だった。ロマンス小説と言えば、ハンサムで傲慢なハイスペックヒーローに可哀想なヒロインが定番だ。かっこいいヒーローに助けられ溺愛されるヒロイン。いわゆるシンデレラ的ストーリーが定着している中、彼女の作品のヒロインは社会的地位を自ら確立する強い女で、独立精神旺盛、目的のためなら手段を選ばない。もちろん男さえ手玉に取るような策略家だった。しかも、官能的要素が色濃く含まれていた。

　一癖も二癖もあるヒーローはもちろん美男子という点は外してはいない。

　耀子はヒーローよりもこのヒロインに魅力を感じたのだ。こんな女性になりたい。かなりしたたかだが、むしろそこがかっこいい。

　一筋縄ではいかないハイスペックヒーローが、彼女の手のひらで転がされていることさえ気づかずに、ヒロインに夢中になっていくさまは、一種の満足感、爽快感に浸れた。

　きっとこの本を読んだ女性たちは、物語に陶酔していく中で少なからずストレス発散になっているのではないだろうか……。そんな風に耀子は感じていた。

　きっと新しい風が吹く――そう直感した通りだった。

　第一弾はお互いの素性が明かされる一歩手前で終わっており、ミステリーな要素を十分に残していた。

　第二弾は、ヒロインの生い立ち、そして弱点が明かされていく。

　この小説に耀子がのめり込んでいくように、日本女性も絶対に夢中になるはずだと新たな確信を持った。

　耀子は翻訳を仲介してくれる派遣会社にも登録しているが、今現在受け持っているのは自分が仕事を取ってきた、アリシア・Ｊ・ローレンス著者の『命の光』だけだった。新人翻訳家の耀子は一応この作品で翻訳家、相川あいかわ耀子の名を世に知らしめたことになる。

　千葉県の片田舎で祖母と同居していた耀子は、二年前に祖母が他界した後独りでここに住んでいる。

　誰もが認める引きこもり。買い物はネットで宅配してもらい、ほぼ家から出ない生活だ。もちろん色っぽい話などない。しかも電話嫌いで早々に電話回線を解除した。耀子が一般社会と繋がっていられるのはインターネットと、緊急のためだけに使っているスマートフォンとなる。

　担当編集からＳＮＳだけは使ってくれとお願いされ、勝手にアプリをインストールされてしまい、仕方なく使っている。

　――ピルン

　耀子の指が止まり、机の上に置きっぱなしのスマホに視線を移すと、編集担当の古賀こがからメッセージが届いていた。

　確かに便利ではある。いちいち電話に出なくても要件がわかるし、すぐに返信しなくても既読かどうか相手はわかっているのだから、半日以内に返信すればいい。自分の空いている時間に返事をすればいいのだから、気分的に楽である。

　耀子はとりあえず内容を確認しようとスマホを手に取った。

「えっ？　本社に来いって？　なんでー？」

　重要通達事項があるので明日午後一、本社にお越しください――と、なんとも簡潔すぎる文章はどちらかというとお願いでもお伺いでもなく、これは命令だと含ませてあるとしか思えない。しかも重要通達事項などと怖い文字が並んでいては……軽々しく行きたくないなど言えない雰囲気ではないか。

「ふぅ……あああ――確かに予定なんてないけど……ちょっとは気を遣って予定確認してくれてもいいんじゃないの？　古賀さん！」

　担当編集者の名を忌々しげに叫ぶ。ぶつぶつと愚痴の数々が零れ出し、猫たちはうるさいなぁというような顔をして耀子を見たが、すぐに興味をなくして居眠りを優先させた。

「この家から一歩も出たくないっていうのに……もうっ」

　耀子が引きこもりだと知っている担当者がどうしてもと言うのだ。断れない事は十分承知だが、どうにか行かずに済む方法はないものかと思案する。メールがだめなら電話でもいいのに……。会って話さなくてはいけない理由は誰かお偉い人に面会させられるのだろうか……。そう考えた途端ますます不安が増し、行きたくなくなってしまう。

「だめだ、明日なんて急すぎる。これは断れないように仕向けられたに違いない！　ああ――っ」

　耀子は机につっぷし考え込む。着ていく服がない……と。翻訳を売り込むために買ったスーツは春先のもので冬には着られない。タートルネックの黒のセーターに二十年も前に流行ったダボっとしたツイードのパンツぐらいしかまともな服はないが、コートを脱がなければなんとかなるだろうか……。

　服なんてここ何年も買っていない耀子は諦めのため息をつく。

　こういう時のためにもやはり毎年ネットで何着かは外出用の服を買っておくべきなのかもしれない。そう考えると気が遠くなるほど憂鬱になる耀子だった。










　翌日、千葉の片田舎からバスと電車を乗り継ぎ二時間かけてやっと東京都内にたどり着いた。

　伸びっぱなしで何年も美容院にも行っていない髪は腰の辺りまで伸びており、もちろん染めてもいない。それをダウンコートの中に隠してとりあえずチャコールグレーのニット帽をかぶっている。

　年齢性別不詳の不審者に見られてしまうかもしれない。古賀はデビューからの担当なので耀子のことは熟知しているからこんなダサい格好でも驚かれることはない。しかし、誰かを紹介されるとなると話は別だったが、もし誰かに会う予定ならきっとそう言ってくれていたに違いないと、耀子は勝手に自分の都合のいいように判断したのだ。

　ロマンス出版社の所在地となっている見上げるほどの高層ビルの前に立つと、ひときわ冷たい風が吹き抜け耀子はぶるっと身震いした。なんだか悪い予感のようで、そんな風に感じたことを振り払うように首を振った。

「だめだめ、ネガティブ思考になっちゃだめ！　いい話に決まってるじゃない！　よし、いくぞっ！」

　声に出していないつもりだったが、まるで自分を励ますように呟いていた。

　エントランスで階を確認しエレベーターに乗り込んだ。目的の階まで静かにエレベーターは上昇し、止まるのも静かだった。

　上品な機械音が鳴って扉がゆっくりと開く。

　目の前に社名が刻まれたプレートが現れ受付が目に入ったが、耀子はすぐさまスマホを取り出し、古賀に電話を入れた。

「あ、古賀さん、今受付の前に着きました。はい、待ってます」

　すぐに来ると言うので、そのまま待っていると、にこやかな笑みを顔に貼り付けてこちらに向かってくる小柄な女性、古賀が目に入った。

　少しふっくらしている気がするが、厚着しているせいだろうか？

「遠くからほんと、すみません。本来なら私の方から出向かないといけないんですけど……」

　いつものようにえくぼを作って愛嬌のある笑みを向ける彼女は、耀子より二十センチは背が低い。というのも耀子は一七〇センチあり、女性にしてはコンプレックスになりそうな長身なのだ。これでショートカットにしたらきっと男に間違えられるに違いなかった。今も黒のダウンジャケットを着ていて、ツイード地のパンツにフラットな黒のシンプルなブーツカットの革靴だ。それにグレーのニット帽をかぶっていては、どんなにひいき目に見ても男性に見えるだろう。

「では、会議室に行きましょう」

　古賀がすぐに歩き出したので耀子は挨拶もそこそこに後に続いた。何度か使ったことのある会議室に入ると席を勧められる。

「どうぞコート脱いで楽にしてください。中は暑いでしょ」

　耀子は古賀の表情を食い入るようにして見ながら、どこか不審なところはないかと観察していたが、何ら怪しいこともなく、親切で気の利く耀子のよく知る彼女だ。

「あの、話ってなんです？　もう古賀さんったら、電話で言ってくれないから気になって仕方ないじゃないですか！」

　ダウンを脱ぎながら、待ちきれずに聞き出そうとした。

「いえ、あのですね。本題に入る前に、原稿どうですか？」

「えっ？　あ、その心配？　大丈夫ですよ。順調です」

　嘘ではない。耀子はとにかく計画的に物事を進めたい神経質なタイプで、決めたところまで進まなければ徹夜してでもやり遂げなければ不安になる心配性なのだ。

「そうですか。よかったです。まぁ、さほど心配はしていなかったんですけどね」

　ひまわりのような明るい表情で彼女は爽快と言える笑みを耀子に向けた。またえくぼが可愛い。が、古賀は耀子よりも確か十歳は年上だったはずだ。

「耀子センセ。実は、私もうすぐ産休に入るんですよ」

　まったく想像外、想定外の予想不可能だった展開に耀子は猫が興奮した時のように、まん丸に目を見開いたまま古賀の言葉をリピートしていた。

「さ、さんきゅう――!?」

「そう、まさかねぇ四十になった途端妊娠するなんて誰が思います？　しかも結婚十五年目ですよ！　まったく人生なにが起こるかわかんないもんですねぇ」

　なんてことを言っている古賀の頬はほんのりとピンク色に染まり、幸福な女性そのものと言っていい表情だ。

「あ、あ、あ、あの、あまりに驚いてしまって。すみません。お、おめでとうございます！」

　お祝いの言葉も言えないままだったことに慌てて耀子は頭を下げた。しかし、驚愕はまだ収まっていなかった。頭の中は「産休」の言葉で埋め尽くされている状態だ。もう脳全部に「産休」という文字が漂っている。

「あ、あの……それで、それで……」

「そう、それでですね」

　耀子が聞きたいことを素早く察知した古賀が言葉を紡ぐ。

「ずばり、来週から担当者が変わります。今日ご挨拶させていただいて、きちんと引き継ぎしますので」

「ら、来週――？」

　引き継ぎどうこう以前に来週から古賀が担当から外れてしまうことがショックだった。そんな急に言われても耀子の脳は受付拒否をしてしまって、今度は脳内に「来週」の文字が埋め尽くされたまま機能不可能となっている。

「そんなぁ……」

　泣きそうな声で呟く耀子に古賀が満面の笑みを向ける。なぜだかほくそ笑んでいるようにも見えて不信感が芽生えた。

「残念がっているのも今だけですよ。耀子センセ。次の担当は若くてイケメンをご用意しました。もう何なりと申しつけてください。なんだったら千葉まで通わせますから！」

　言葉が出なかった。

　若くてイケメン？　つまり次の担当は男性？

　いーやーー。

　心の雄叫びは硬直している耀子の口からは出なかったことがかろうじて救いだったが、耀子は「いやだ」とだだをこねたい気分になった。

　男性は苦手だ。イケメンなんて尚更拒絶反応が出る。しかも家に入れるなんて絶対不可能！

「あ、あ、あの、古賀さん。それ決定事項ですか？　男性より女性がいいんですけどぉ」

「えっ？　あら、そうなんですか？　ええー、いやいやいや、そうはいってもイケメンは大丈夫でしょ？　彼は爽やかな青年……確か二十六だったはずです。若いでしょう。耀子センセが嫌悪するような中年セクハラ男性ではないですよ。会えば絶対大丈夫！　とにかく感じだけはいい青年ですから。ってまた誤解を生んでしまう言い回しだったかしらぁ……あははは」

　妊娠してからなんだか人が変わったのではないかと思うほど、古賀は陽気で耀子は圧倒されて何も言えなくなってしまう。

　そうこうしているうちに、古賀がスマホを取り出し素早くタイプし始めて、それはあっという間に終わってしまった。

　呆然とその様子を眺めていた耀子は次の言葉で我に返った。

「すぐにやってきますから。会えば、耀子センセもわかりますって。なんで私が彼を薦めるのか。とにかく彼はイケメンな上にいろんな意味でやり手の編集者ですから。大舟に乗った気分で、どんと構えていただいていて大丈夫です」

　励まされているのか脅されているのか耀子にはさっぱり理解できず、首をかしげていると、会議室のドアがノックされた音で一気に緊張感が高まった。

「成瀬なるせです。失礼します」

　ハキハキした話し方で高すぎず低すぎない声が耳に心地よく届いたが、耀子はその男性を直視することができない。

「相川先生の担当を来週から務める成瀬です」

　古賀の横にやってきた新担当者成瀬を紹介され耀子はおずおずと顔を上げた。

　――う、うわっ。ほんとだ。久しぶりに見る生イケメン、確かに爽やかな感じはするけれど……。

　すっと切れ長の双眸は涼しげで、墨で書いたような一直線の眉は男らしいりりしさがある。

　唇は少し薄めだが小さくはない。パーツの良さもあるがやはり配置がいいのかもしれないなどと観察するように思わずまじまじと顔を見つめてしまい、古賀の意味深な咳払いで現実に引き戻されてしまった。

「あ、あの、初めまして。相川耀子です。よろしくお願いします」

　挨拶すると成瀬はにっこりと好感度抜群の笑みを耀子に向けた。

　爽やかすぎて眩暈がしそうだ。

「成瀬響きょうと申します。念願叶って相川先生の担当に抜擢されて張り切ってます。どうぞよろしくお願いします」

　満面の笑みでそう告げられ耀子は嬉しくもあったが、なんだか恥ずかしくなって頬が熱くなる。

「そうなんですよ。彼、耀子センセの大ファンですから。もう馬車馬のごとく働いてくれると思います。見た目通り背も高いしがっちり肉体系男子。体力あるんでまぁ原稿取りに来いってメールでも打てばすぐに飛んでくると思いますから。耀子センセは家から一歩も出ないで大丈夫ですよ」

　耀子をよく知っている古賀が、出不精、いや引きこもりの耀子をフォローしてくれたのか、その点を強調してくれる。

　どこか人として欠落しているように感じられ、いたたまれないが仕方がない。耀子は猫たちのいるあの家から一歩も外に出たくはないのだ。ある意味この翻訳の仕事は天職と言えた。

「とりあえず、抜かりなく引き継ぎしておきますので、耀子センセは原稿よろしくお願いしますね」

　古賀に念押しされ、耀子は顔を上げた。その時不意にも成瀬と目が合ってしまい、なぜか鼓動が大きく跳ねた。それを誤魔化すようにぎこちない笑みを古賀の方へ向ける。

「はい。家から出ることがなければ原稿は進みますから」

　もう二度と呼び出すなという念を込めてそう告げる。

「はいはい。もう当分呼び出すことはないと思いますが……あ、そうそう、そういえば大事なことを言い忘れてました！」

　耀子の思いを酌んでくれたかに見えた古賀があたふたと資料を探し始める。これはなんとなくいやな予感がするなと感じた途端。目の前に一枚の用紙が成瀬の手によって差し出された。

「実は来月、アリシア・Ｊ・ローレンスの来日が決まったんです。その時期に合わせて第三弾を発売します。先行販売サイン会！　なんてことも可能じゃないかな……と。それが無理でもファンの皆さんとの親睦会はできると思うので、この予定でお願いします」

　圧倒されるとはこのことだ。成瀬に前のめりで接近され、そう力説されてはぐうの音も出ないというか、そもそも拒否権など耀子にはない。

「は、はぁ。し、親睦会って、私はなにすればいいんでしょう」

　頼りない声が漏れた。

「耀子センセ、大丈夫です。耀子センセは翻訳家としてアリシア様の横に上品に並んで寄り添っていてくださればいいです。通訳はちゃんとつけますので、それ以上の負担は絶対にかけないようにします」

　古賀がそう言い。その横で成瀬が力強く頷く。

　それならなんとかなるだろう……か。コミュ障の耀子には不安は常につきまとうが仕方がない。しかし横にいるだけで本当にしゃべらなくていいのだろうか……。

「私、あまり知らない人と会話とかできませんから。これだけはどうやっても無理ですから……」

「ええ、わかってます。僕が常に相川先生の横にいるようにするので。大丈夫。任せてください」

「はぁ……」

　成瀬が傍にいるというのも居心地が悪いが、あと一ヶ月でもう少しくらいは慣れるかもしれないと、かすかな期待を捨てずにいることにした。

　何事も前向きにならなくては――そう自分に言い聞かせる耀子だった。










（二）






　耀子は昔から引きこもりでコミュ障――というわけではなかった。

　人にはそれぞれトラウマになるような出来事が起こるものなのかもしれないと、今の耀子にはそんな風に理解することが少しはできている。

　ここまで来るにはとても長い時間を要するほど、耀子にはあるトラウマがあった。

　若かりしあの頃の自分には、今のように少しは楽観的に考えられるまでに立ち直れると、想像もできなかった。それほど傷心していたのだ。

　つまりはトラウマになるような痛い失恋をしたのだが、そのせいで耀子は男性が至極苦手だ。そのことは古賀も知っているはずだが、後任の担当は自分よりも若いイケメン編集者が就くことになろうとは……。

　イケメンだから大丈夫でしょ――と言った古賀の言葉を思い出すと、彼女は耀子の問題点を何一つ理解していなかったのだと思い知らされる。

　それに対して怒りや失望などは生まれてこなかった。他人に自分を理解して欲しいと思えばそれなりに努力する必要があるのだ。相手が間違っていればそれを違うと指摘しなくてはならない。そしてわかってもらうまでなにが問題点なのかを説明する努力と忍耐が必要だ。

　それができない耀子に、理解できない相手に対して怒りや失望を抱く資格などないと思えるのだ。

　というわけで、耀子は古賀に耀子の問題点を理解していないと指摘することもなく、事なかれ主義に沿って自宅へ帰ってきたのだった。

　耀子がこんな風になってしまった事の発端はと言うと、かれこれ十年ほど前に遡る。まだ将来に希望があり、翻訳家になる夢を持って勉強していた大学時代、耀子はイギリスに留学した。

　イギリスの大学へ交換留学生として一年間滞在したのだ。

　ホームステイ先の夫婦は合理主義者で、各自家事の担当があった。耀子の担当は食器洗いだった。水の節約のため、水をためてそこに洗剤を入れて洗う方法など、かなり細かい決まり事があった。その通りにしなくては注意されるので耀子はすぐにそれをマスターし、几帳面だと可愛がられた。

　その家のリビングの壁は本棚で埋め尽くされており、たくさんの本があった。耀子は本を丁寧に扱うことを約束させられた上で、自由に読むことを許された。そこで出会ったのが、イギリス人作家のロマンス小説だった。

　比較的簡単に読める本が多かったことから耀子はロマンス小説にはまっていった。その中では夢のような恋愛物語が繰り広げられ、少々大げさなほど不幸体質のヒロインが富豪で傲慢なヒーローに見初められ溺愛されながら初めての幸福を知る。その読了感の良いハッピーエンドが耀子の留学生活にも潤いを与えてくれた。

　耀子は夢見る少女のように白馬に乗った王子様がきっと留学中に現れるはずだと、信じるようになっていた。

　そしてその願望が叶ってしまうことになってしまったから、余計に運命だと思い込んでしまったのだろう。

　なんと金髪碧眼のまるで絵に描いたような王子様的美青年が耀子に好感を持つ……という奇跡が留学して一ヶ月足らずで起こったのだ。彼は留学先の大学生だった。そして、まるでロマンス小説のごとく彼はハイソサエティに属する御曹司だった。

　これはきっと小説のような運命が待ち受けているのでは――そう期待してしまうのも仕方がない。

　耀子は彼に夢中だった。付き合うのは初めてではないが、はっきり言ってキス以上の経験がなかった耀子にとって、彼との恋は初めての本気の恋だったのだ。

　恋は盲目、あばたもえくぼとはよく言ったものだと今の耀子なら彼の欠点が手に取るようにわかるが、恋に恋する乙女が、小説の中に出てくるような少し傲慢な美男子が颯爽と現れ、優しく口説かれれば落ちないわけはなかった。

　彼は耀子に夢中だと……愚かにもそう思い込んでいた。その思い込みが耀子の場合少々、いや、かなり度を超していたのかもしれない。

　少し優しくされただけで耀子は彼のすべてを手に入れたような気分になったし、体を求められれば愛されていると勘違いした。

　勘違いだと気づいたのは彼が自分以外にもセフレがいたという事実を知った時だった。

　大学という場所は恋愛ごとを隠しておける場所ではない。誰かがなにかを目撃し、誰かが秘密を打ち明ける。翌日には目撃された噂は尾ヒレが付き、秘密はもはや周知の事実となる。

　耀子と運命の美男子との噂もすぐに広まった。あの男はただの女ったらしだから絶対信用しちゃだめだと言われても、耀子は耳を貸さなかった。嫉妬だと思っていたのだ。

　初めてできたイギリス人の女友達の言うことを耀子は素直に聞くことができなかった。彼を信じていたからだ。彼にはほかにも何人もセフレがいると忠告されていたのに、耀子は彼のことを運命の人だと信じ切っていたのだ。

　馬鹿だった。信じすぎていた耀子がすべてを理解するまでどれほどの時間を要しただろう。今となってはあまり覚えていない。それほど信じ切っていた彼にとって耀子はその他大勢いるセフレの一人にすぎなかったのだから。

　その事実を事実として受け入れられたのは日本に帰国した後だった。それ以来男性というだけで不信感を持ってしまうようになった。特にイケメンに対して耀子は順応能力も対応能力も皆無に等しい。

　そう、イケメンこそ耀子の警戒センサーが敏感に作動するのだ。

　古賀は男性が苦手な耀子でもイケメンなら大丈夫だと思ったのだろうが、その見解は耀子の場合、真逆だった。しかし不細工な男性ならいいというわけでもないので、男性自体に拒絶反応があるということを古賀にもっと切実に伝えていればよかったと後悔した。後悔先に立たずである。

　担当が変わることになろうとは想像もしていなかったとはいえ、決まってしまったものは仕方ないのである。どんなに嫌でも社会に出ていれば我慢は必須だということくらい耀子にだってわかっている。

　そう、仕方ない。とにかく、今まで通り遠隔操作で、担当者とメールでやり取りすることに徹していれば大丈夫だ。最終校正が終わった時だけ原稿を取りに来てもらえばいいのだ。

　今まで郵送していたのだから、現状維持で耀子にとっては何ら問題ないのだが、郵便局に行くのと、家に取りに来てもらうのとを天秤にかけてみる。

　うーむ。取りに来てくれるだけならその方が助かるか……。家から一歩も出たくない耀子はそんな安易な結論に達してしまう。

「みゃーん」

　可愛い声でタイピングする耀子の肘に頭突きをして仕事を邪魔するトパーズはトパーズ色の瞳を持つ茶トラの雄猫のツンデレ。甘えたい時だけこうやって催促する。

「トパーズ。いいよ。膝の上においで」

　ポンポンと膝を叩くとすぐさまぴょんと膝の上に乗り丸くなってゴロゴロと喉を鳴らし始めた。至福の時である。

　耀子は仕事をしながら猫に囲まれて過ごすこの時間に癒やされている。この環境を壊したくないからこそ引きこもりでいるのかもしれないと耀子は思う。

　恋をしたいならロマンス小説の中で疑似恋愛できる。耀子はそれで満足だった。もう二度と恋愛で痛い思いはしたくなかった。

　そういえば、翻訳家の道が開くきっかけとなったアリシア・Ｊ・ローレンスの著書を読んだのも失恋後だった。大学卒業後就職できずにどうにか翻訳家の派遣会社に登録し様子を見ていたのだが、まったく仕事が来ない有様だった。そんなさなかにアリシアの作品が書籍になることを知ったのだった。これも今となって思えば、失恋しなければはまっている海外ロマンスを翻訳して出版社に売り込もうという気にはならなかったに違いない。

　よく言うではないか。若いうちに苦労は買ってでもしろと。ちょっと違うかもしれないが失恋の痛手も、若かったからこそ若気の至りと言えるのではないか。だったらこれは耀子にとって必須の試練だったのだと思うことにした。

　いつまでも失恋の痛手を引きずっているわけにはいかない。

　恋愛がだめでも仕事を手に入れた自分は幸運だと前向きに考えることだってできるではないか。今の自分は精神的に安定していて満たされている……猫によって。

　刻み込まれた傷痕は今の生活を手に入れたことによって癒やされているのだと自分に言い聞かせ、過去の苦い思い出を心の奥深くにしまい込んだ。

















第二章












（一）






　――こんなはずではなかった。

　生きていれば頻繁に脳裏に過ぎる言葉だ。耀子はため息を押し殺した。

　そう今この瞬間耀子の頭の中は『こんなはずではなかった』という言葉で埋め尽くされていた。

　なぜ、どうして、こんなことになっているのか……。まったくさっぱりわからない。誰も頼んでいない。来て欲しいとも、来ていいとさえ言っていないのに、イケメン担当者はアポも取らずに突然家にやってきたのだ。

　そう、追い返すことができなかった。だって、担当者だし。ただ初日の挨拶をしてさっさと帰るものだと思っていたのだ。古賀の時はそんな風だったのだ。

　まぁ女性同士というのもあって、邪魔してはいけないと気を遣ってくれていたのだと思う。挨拶がてらに家に寄ってくれ、今後の仕事の段取りなどを話し合った時に、古賀は原稿が進むのであればメールでポンッと送ってくれればいいとそう言ってくれたので、いままでは初稿はメールで事足りた。その後にやってくる著者校正に関しては原稿を古賀が直々に持ってきてくれ、訂正後、郵送するというルーティンだった。

　――それなのに！　なんなの？　これは。

「耀子先生、昼食できました。とにかくしっかり食べてください。健康管理も編集者の仕事です。あ、それからお猫様の世話も僕がしますから。どうぞ原稿に集中してくださいね」

　爽やかな笑みを顔に貼り付けそんなことを言う。

　――いや、いいんだって。そこまでして欲しいなんて一言だって言ってない！　だから、今すぐ帰って！

　喉元まで出かかった言葉を呑み込んだはいいが、どうしても成瀬が気になってしまう。恐る恐る怖いもの見たさで脚が動いて耀子はキッチンを覗いた。

　今朝、十一時頃古賀の後任のイケメン成瀬は膨れ上がったエコバッグを両手に持ってやってきた。

　初めて来たのにどうして必要なものがわかるのか、この人はもしや特殊能力の持ち主なのだろうか？　いわゆるエスパーなのだろうかと本気で不気味に感じて言葉も出ない耀子に満面の笑みを向けると「お邪魔します」と言って家に上がってしまった。とても普通とは言えない汚部屋を黙々と片付け出し、猫の毛一本も落ちていないほど丁寧に掃除をしてくれたのだ。

　いや、九匹猫がいるから次々に猫の毛は落ちるのだが、猫たちは新参者に警戒して隠れていた。――正確に言うと、一部の猫以外は……なのだが。

　人なつっこい、茶トラのトパーズ、ベンガルのベン、ハンクロはすぐさまどんなやつが来たのかと匂いを嗅ぎに近づき、あげく彼が友好的だとわかるや否やなにやら猫語で話し始める始末だった。

　それを遠目で原稿に取り掛かっている振りをして耀子は観察していた。

「今三匹猫がいますが、ここの猫の毛の量からしてもっといるんじゃないですか？　一体何匹飼ってるんです？」

　ご飯をよそいながら成瀬は耀子がそこにいることなどすでに承知と言うように自然に話しかけてくる。彼はやはりエスパーに違いないと耀子は警戒するように遠目から成瀬を見やった。

「あと六匹。その子たちはきっとまだ成瀬さんを警戒してるんですよ。私と一緒で」

　最後の言葉は至極小さい声になったから、彼が聞き取ったかどうかは定かではない。随所で気の弱さが出てしまう。

「今足下にまとわりついている白黒の子はハンクロ、茶トラはトパーズ、ベンガルはベンです。それ以外はグリコのロシアンブルー、クロスケは黒の雄、ブランシュはその名の通り白雌猫、イザベルは、ヨーロッパでの三毛猫の名称で、あと、アメリはアメショー雌、シャムはシャム猫雄、覚えやすいでしょ」

　これは完全に嫌がらせである。これを一気に全部覚えていたらそれこそ素晴らしい記憶力の持ち主だが、よほどの猫好き以外覚えられるわけがないと耀子はこっそりほくそ笑んだ。

「なるほど、すごいですね。耀子先生の家にそれほど多種の猫がいるなんて。実は僕愛猫家あいびょうかなんですよ。猫の種類にもけっこう詳しくて。任せてください。耀子先生の大事な猫たちのためにもこれから猫の健康管理に気をつけます！」

　これには耀子も目をまん丸と猫のように瞳孔を開くしかなかった。驚きである。なんとこの男は猫好きだというのか？　猫の種類がわかりやすい名前をつけるんじゃなかったと少し後悔する耀子だった。そうしたのは自分も間違えないようにだったのだが……。

「さぁ座ってください。食事にしましょう。今日は耀子先生の健康を考えて和食にしました。好き嫌いを聞いてなかったんですけど、古賀さんにそれとなく聞き出して無難なメニューにしました」

　そんな風に謙遜しているが、テーブルにはひじきの煮物、豚の生姜焼き、キノコの味噌汁、白菜の浅漬けが並んでいた。

「こ、これ全部成瀬さんが作ったんですか？」

「あ、白菜の浅漬けは家から持ってきたんですが、全部僕の手料理ですよ。さぁ食べましょう」

　呆気にとられるとはこのことだ。素晴らしすぎて心を許してしまいそうになる。

「い、いただきます」

　一体どれくらいぶりのまともな食事だろうか、と考えながら味噌汁を味見する。

「お、美味しい。ちょうどいい濃さで、キノコの風味がすごいする」

　三、四種類ほどのキノコが入った味噌汁なんだからそりゃ濃厚なキノコの風味がして当然なのだが、なんせまともな料理を食べたのがもういつぶりなのか思い出せない耀子には、感動的な美味しさだったのだ。美味しい味噌汁を飲んだ途端に食欲が増してきた耀子は、次々に目の前の料理を食した。

　どれも濃すぎず薄すぎずの絶妙な味付け。こんな美味しい料理を前に食が進まないわけがなく、耀子は黙々と箸を口に運ぶ。

「お口に合ったみたいでよかったです」

　成瀬にそう言われ耀子は我に返り恥ずかしくなった。

「や、あ、あの。すごく美味しくて！　ごめんなさい。無言で黙々と食べちゃって。美味しいです。成瀬さんって料理できるように見えないのに、すごいですね」

　恥ずかしさのあまり訳のわからない言葉が溢れ出し、耀子は後になってなんて失礼なことを言っているのだと慌てふためいた。

「あの、いや、その、純粋にすごいなってことで、成瀬さんすごいです」

　まったくフォローになっていない支離滅裂な言葉をまた発してしまうが、成瀬は爽やかに笑っている。

「ありがとうございます。僕、料理は学生の頃にバイト先で厨房に入ってたりしたんでわりと何でも作れるんですよ。だから、遠慮しないでください。耀子先生が喜んでくれるんだったら毎日張り切って作りますから」

　――えっ？　ま、毎日？　毎日って言ったの今？

　耀子の脳は目の前の食事に集中しろと命令し、成瀬の口から発せられた理解したくない言葉を削除しようとする。

「耀子先生の健康管理は僕の仕事でもあるんです。だから、これからは遠慮なく家のことは任せてください。もちろん猫様のお世話も！」

　にっこりと好感度抜群の笑顔に目力めぢから。どことなく有無を言わせないそんな力のこもった視線だった。従って耀子は何も言い返せず、困ったように首をかたむけつつ豚生姜焼きを口に運んだのだった。










　成瀬は有言実行の男だった。

　つまり、毎日東京都内から片道二時間はかかる距離を通い、家の掃除から猫の世話、そして極めつけは耀子の健康管理という名目で食事の支度までしてくれるようになった。

　完璧な家政婦のようだと耀子は思う。

　確かに猫の毛が舞い、至る所に玉になって畳の部屋や床の上に鎮座していた状況に比べるとかなり清潔な部屋になっている。汚部屋からまともな部屋に格上げされたことには違いない。

　テーブルの上には常に何か食べ物の袋が散乱していたがそれも綺麗に撤去され、いまやピカピカに磨かれて光を反射するようになった。

「耀子先生はお酒、何が好きですか？」

　物思いは成瀬の言葉で中断され、質問の内容を考える。

「うーん、けっこうなんでも飲めるんだけど、ワインが好きかな。日本食って白ワインと合うし、この豚の角煮なんかは赤ワインでもいけると思うな」

　本日の昼食も耀子の偏った食生活を改善する事が目的だとでも言うように、ほうれん草のお浸しや、きんぴらゴボウ、豚の角煮などの小鉢が並んでいる。それらを味わっている時にお酒の話を切り出されては、耀子もついつい本音を漏らしてしまう。

　原稿中は飲まないが、終われば開放感からワインボトル一瓶あけることも珍しくないほど、耀子はワイン好きだ。

「けっこう詳しいんですね。僕もワインは大好きです。どんなワインが好きなんですか？　フランスワイン？　それともイタリアですか、あ、白はチリのが美味しいですよね」

「へぇ、成瀬さん、ワイン好きなんだ！　私は普段飲む白ワインはチリで、自分へのご褒美にはブルゴーニュかなぁ。でもイタリアの赤ワインも美味しいよね」

　意外にワインネタで話が盛り上がり、耀子はすっかり成瀬に気を許していた。

「じゃあ、原稿上がったら、お祝いに耀子先生の好きなブルゴーニュの白とイタリアンの赤、持ってきますよ」

「えっ、そんな悪いよ。そこまでしてくれなくても、うちにもストックあるから大丈夫よ」

　ついつい本当のことを口走ってしまう。実は耀子の家にはワインセラーがあり、けっこうなストックがあるのだ。目の飛ぶような高級ワインはさすがにないが。

「耀子先生がワイン好きだって情報は古賀さんから聞かなかったなぁ。きっかけは何だったんですか？」

「えっ？　ワインを好きになったきっかけ？」

　そうだと言うように二回頷いてみせる成瀬の仕草がなんだか可愛く見えてしまう。そしてワインを好きになったきっかけはイギリス留学時代、つまりあの痛い失恋を経験した頃で、なんだか喉がつっかえてしまい、言葉がすぐには出てこなかった。

　あの頃の傷なんてもうすっかり癒えているはずなのに、その頃に関連した事に触れるとたちまち胸が痛くなる。そんな自分の反応に耀子はげんなりした。

「あの、うんと、イギリス留学してた頃のホームステイ先がね、ワイン愛好家で……それでかなぁ……」

「へぇ。イギリスで飲むワインと日本で飲むワインじゃ同じものでも違うって言いますよね。飲む時の気温や湿度で微妙に味が変わるって言うし、ワインって奥が深いですよね」

「そうそう、ワインって面白いね」

　なんとなく、耀子の口が重くなったのを感じた成瀬が気を遣って、イギリス留学の話を避けるように話をうまく逸らしてくれたような気がした。が、そこまで気が利いては却って怖い気がする。と耀子は勘ぐりすぎだと自分を否めた。

　ここまで神経質になる必要はないのに、まったく困ったものだと自分自身に嫌気がさしてしまう。三十路にもなってまだ二十歳の頃の失恋の痛手を引きずっているなんて認めたくない。男嫌いはさておき、もうそろそろ普通に過去の話をさらっと語れるようにならなくては、と思う耀子だった。

「じゃあ今日も頑張ってくださいね。僕は夕食の準備をしてから、会社に戻りますんで」

「あ、はい。いつもどうもありがとう。あの、食事代は払うので請求してください」

「いえ、これは編集部の経費で落とすので大丈夫ですよ。そういう上からの指示なんで」

「えっ？　うそっ、そうなの？　なんで？　余計に怖いんだけど……」

　本心だった。こんな至れり尽くせりな待遇は聞いたことがない。その裏には何があるのか考えたくなかった。考えられることは例のアリシア・Ｊ・ローレンスの来日だ。いろいろなイベント目白押しに違いない。つまりそれ全部に自分もお付きで呼ばれるのではないだろうか……。有無を言わせないためにこんな特別待遇なのだとしか思えない。しかしその事実を確かめたくても怖くて聞けなかった。

　眉間に皺を寄せて考え込んでいる耀子をよそに、成瀬はテキパキとテーブルを片付けていく。耀子は何も聞けずに、「ごちそうさまでした」と手を合わせ、リビングのローテーブルに向かった。そこにパソコンを置いて仕事をしているのだ。ソファには座らずそれを背もたれにしクッションに座る。その方が疲れないのだ。椅子に座るとなぜか肩が凝ってお尻が痛くなるので、体のラインにフィットするというクッションを使い始めたのだが、これがものすごく負担がかからなくてよいのだ。

　耀子は原稿を進めようと続きを読み始めるがどうにも頭に入ってこない。目と鼻の先、少し顔を横に向ければ成瀬がキッチンで動いている姿が目に入る。

　どうしてこんなに彼のことが気になるのだろうか。きっと編集部の策略を全うしようと頑張っている若きエースを不憫に思い、いたわるような気持ちでついつい目が行ってしまうのだろうと自分を分析する。

　分析してみると、なんとなくそれが尤もな理由のような気がして耀子は胸をなで下ろした。成瀬のペースに巻き込まれている感は否めないが、彼の立場を考えると彼も彼なりに頑張っているのだとわかる。ここは大人である自分が心を広く持つべきだろう。なんてことを考えてみても結局美味しいご飯には勝てそうにもない事に気づく。とにかくこの原稿を終わらせることが自分の仕事だ。アリシア・Ｊ・ローレンス絡みの案件はひとまず棚上げしておこうと耀子は決めた。

　真っ白な毛並みにアクアマリンの宝石のような透き通る水色の瞳を持つブランシュが、耀子の肘に頭を擦りつけ膝に乗せろとせがんだ。

　成瀬に慣れたのか、滅多に姿を見せないブランシュがやってきたことに耀子の気分も上がった。

「あら珍しい。いいよ。膝で寝て」

　そっと慎重に膝の上に乗ると寝る位置を決めるのに何回もポジションを変え、やっと彼女は耀子の膝の上に丸くなり、すやすやと寝息を立て始める。

　やっぱり人より猫が好き。そう実感する瞬間だった。耀子の目尻が自然と下がり、笑みが漏れる。

　ああ、可愛い。私の猫たちってなんでこんなに可愛いんだろう。

　猫のためにも仕事頑張らなきゃ！

　気合いを入れ耀子は今度こそ翻訳に集中した。










（二）






「にゃーーん」

「みゃぁーー」

　猫のご飯ちょうだいコールで耀子はパソコンの画面から顔を上げた。キッチンの方には猫たちが成瀬の足下にまとわりつき、クロスケとトパーズは我先にと競い合うように頭を成瀬の脚に擦りつけている。ハンクロも遅れてなるものかと後ろ脚を立てて前足を伸ばして腕に掴まろうと必死だ。グリコ、イザベル、アメリ、シャムは足下をうろうろしていて危なっかしい。

　ブランシュはその様子をお行儀良く前足を揃えて眺めており、ベンは冷蔵庫の上から見守っていた。

　一週間、たった一週間で成瀬は九匹の猫と友達になった……というか家政夫に認定されたようだ。警戒心の強いブランシュが姿を現したのは三日目ぐらいだっただろうか。その彼女も成瀬の傍にまで近づくようになったことに驚かされた。

　そして猫たちと同じように耀子も成瀬に慣れてきたのか、最初に持った警戒心はどこへやら、目下行方不明である。

「ちょ、ちょっと待った！　ハンクロ。あ、それはイザベルのだろっ！　あーほんとハンクロは食いしん坊だなぁ」

　キャットフードをそれぞれの皿によそっている間にハンクロが次々食べていくのでそれをとがめているのだが、成瀬の声に笑いが含まれているのを聞いて耀子まで笑い出しそうになった。

　成瀬と猫たちの様子を見ていた耀子の方に不意に成瀬が振り向いた。バッチリ目が合い、ドキンと大きく鼓動が打つとたちまち早打ちし始める。血行が良くなったのか全身が熱くなって首筋から頬が赤くなっているだろうことを意識した。

　成瀬は一瞬目を見開いたようだったがすぐにいつもの笑顔を作った。

「もうそろそろ終わりですか？」

　一瞬なんのことを言われているのか理解できず、しばし成瀬に視線を向けたまま考える。

「あ、原稿のこと？　ええ、あともう少しで脱稿できそう」

「そうですか！　よし、じゃあ今から張り切って料理しますね。耀子先生の脱稿お疲れ会しましょう。今日は脱稿するんじゃないかと思って、約束してたワイン持ってきてますからね」

　その提案は耀子の心を思いっ切り躍らせた。美味しいご飯にワインとくればやる気スイッチが自動でオンになるのは言わずもがなだ。

「いつも本当にありがとうございます。成瀬さんが作るご飯は何でも美味しいから、舌が肥えちゃったかも。ワインも甘えちゃっていいんですか？　脱稿したらアルコール解禁。それだけを楽しみに頑張ってるから、その誘惑にはどうしても勝てそうにないんですけど」

　本音が思わず口から漏れ、照れ隠しのためにわざとらしい笑みを浮かべた。

　耀子は原稿が終わるまでは大好きなワインにも手をつけない。一旦飲み始めるとなかなか止められないからだ。

「耀子先生に喜んでもらえるなら、本望ですよ。これくらいで遠慮しないでください。とにかく耀子先生は原稿ちゃんと仕上げてくださいよ。じゃあ準備にかかりますね」

　断然やる気が出てきた耀子は、晩酌を餌に最後のスパートをかけるがごとく軽やかにとは言えないが、勢いよくタイピングをし始めた。

　カチカチカチと旧式のキーボードのタイピングの音が部屋に響いている。それをバックミュージックに満腹になった猫たちは自分たちのお気に入りの場所で毛繕いを始めた。食後の睡眠の時間だ。

　トパーズがいつものように膝の上に乗せろと腕に頭突きをしてくる。腕をどけてやるとぴょんと膝の上に乗り、すぐさま丸くなった。温かい体温を感じながらまたカチカチと音を出すが、トパーズもほかの猫も文句は言わない。

　耀子は数時間集中力を持続させた。

　いつの間にかキッチンからは美味しそうな匂いがしてきて、無意識のうちに早く終わらせようとタイピングのスピードが上がっていく。

　あと、二ページ、あと、一ページ……。

「脱稿!!」

　思わず両手を上げて叫んだ。

「おめでとうございます」

　成瀬がキッチンから駆けつけてきて耀子の前に正座する。耀子は満面の笑みを成瀬に向けていた。

「ああー、やっと終わったぁー。まだ推敲作業が残っているけど、とりあえず終了ってことで。飲酒解禁していいかな、担当さん」

　かなりテンションが上がっていた耀子は親しみのこもった軽い口調になっていた。

「もちろんです。祝杯と行きましょう。耀子先生と僕の初仕事ですからね。お祝いしなくちゃ」

　なんて可愛いやつなんだと、耀子は嬉しくなった。

「あーー、うれしぃー」

「さぁ、まず、乾杯しましょう」

　キッチンへ引き返していった成瀬はすぐにワイングラスを持って戻ってきた。そこには白ワインらしき液体がなみなみと注がれていてグラスの冷たい滴が光で輝いて見える。

「耀子先生ご希望のブルゴーニュです」

　そう手渡されたグラスに鼻を近づける。

「うわぁすごくフルーティな香り。美味しそう」

　正直な感想だった。成瀬は目の横に皺を寄せて声を出して笑っている。嘘偽りない真の笑いに耀子も楽しくなってつられて笑った。

「耀子先生の健康を第一に考えて料理しました。最初に野菜を食べてください。魚介類サラダです。このブルゴーニュの白ワインに合いますよ」

　そんな風に誘惑されて誰が抗えるだろうか。

　食とはなんとエロティックなのだろうと耀子の脳裏に過ぎる。

　――何を考えてるのよ。今そんなことに反応しなくていいの！

　自分自身をたしなめ、耀子は立ち上がりキッチンへ向かう。

　テーブルの上は上品なテーブルコーディナイトがされ、魚介類のサラダが大皿に鎮座している。盛っているのではない。これも品良く、適量がまるで絵画の一部のように美しく皿の上を彩っているのだ。

「す、すごいっ、なんかまるで高級レストランみたい」

　そんなチンケな感想しか出てこない自分に幻滅してしまう。これでもロマンス小説の翻訳家なのだからもう少し気の利いた台詞が身についていて当然ではないのか……。だが、耀子の口から出てきた言葉はこんな子供でも言えるようなものだった。なんと情けないことか。

「ありがとうございます。そう言ってもらえて嬉しいです。けっこう頑張ったんで」

　なんて謙虚なのだろう、と耀子は驚愕を隠せない。イケメン新入社員が担当翻訳家に全力で尽くしている、という状況を改めて思い知る。その裏にアリシア・Ｊ・ローレンスの件があったとしても彼の努力は賞賛に値する。

　耀子は純粋にそう感じた。成瀬の好感度は上昇中である。

「乾杯しましょう。耀子先生。脱稿おめでとうございます。お疲れ様でした」

　耀子はグラスを持ち上げ成瀬のグラスに重ねた。

　クリスタルだと綺麗な音が鳴るが、このグラスはただのガラスだ。ポンと鈍い音がしただけだが気にしない。耀子の気分は最高と言ってよかった。脱稿しただけでも安堵感で一杯なのに、大好きなブルゴーニュの白ワインに加えて美味しい料理まで用意されているのだ。こんな幸福感に浸れたのは一体どれくらいぶりだろうか。

「うーん。美味しい。成瀬さん、ありがとう。けっこう初対面ではイケメンでちょっと苦手意識があったけど、こんなに気の利く人だなんて。当たり前のことなんだけど、人は見かけで判断してはいけないって改めて思いました」

　反省の気持ちを込めて頭を下げる。イケメン男子は苦手だけれど、成瀬を見て耀子は心を入れ替えなければと思ったのだ。

　なんの反応もないことに気づいて耀子はふと成瀬の方に視線を向けた。彼はただじっと無表情なまま耀子を見つめており、その真剣な表情に心臓が飛び跳ねた。

「ど、どうしたの？　あ、私なんか失礼なこと言った？」

「あ、いえ、そうじゃないです」

　我に返ったように成瀬はいつものように笑顔を見せる。それがなぜだか耀子に喉に魚の骨が引っかかったような違和感を持たせた。

「ただ、耀子先生が僕に苦手意識があったことにちょっと打ちのめされたっていうか……まぁでも仕方ないですよね。僕は年下の新任だし……。今日は楽しく脱稿祝いしましょう」

　耀子は成瀬が気にするようなことを言ってしまったことをひどく後悔した。その反動か明るい声で応える。

「そうだね。ありがとう。いただきます！」

　一口口に運んでみる、タコとイカ、ホタテとエビにクレソンのサラダ、オニオン炒めが入ったサラダはとても美味だった。

「うわぁーすごく美味しい。タコが柔らかいしレモン風味で、白ワインとよく合うね」

　耀子はテンションも上がっており次第に飲むペースも上がっていく。こんなに美味しい料理と一緒によく合う白ワインがあってはワインが進まないわけがない。

　とても幸せな気分だった。

「耀子先生、強いんですね。これ三杯目ですけど全然顔に出てませんよ」

　そう言われてにんまりと笑みが漏れる。顔に出てはいないがいい気分なのには違いない。しかしまだ酔ってはいない。そう、耀子は蒸留酒以外の酒には強いのだった。

「そう、ワインはけっこういけるかな。蒸留酒は苦手だけど。ほら、ウィスキーとか、焼酎とか……ジンやウォッカも。アルコール度数の強いお酒はだめだけど。ワインまでなら大丈夫。心配しなくていいよ」

　にっこり微笑むと彼は戸惑ったような表情をした。

「す、すごいですね。僕の方が先に潰れそうです」

「あ、そしたらそこのソファで寝てればいいから」

　自分が言ったとは思えないような言葉を発した後で我に返る。これは泊まっていっていいと言ったも同然だ。

　恐る恐る確かめるように成瀬の表情を上目遣いで盗み見る。

　彼は聞いていなかったのか黙々とシーフードサラダを頬張っていた。

「とにかく、耀子先生にご迷惑にならないようにしますから。万が一酔い潰れたら放置していてください。そんな扱いに慣れてますんで」

　爽やかな笑顔とともに、耀子が言った言葉を聞き逃していなかったことを証明するような返事がきた。

「た、たくましいね」

　ロマンス小説の翻訳家としてどうなのかと思うような返事しかできていない自分に心底げんなりしてしまう。しかし成瀬はまったく気にしていないようだ。

「はい、大学で鍛えられましたから」と、また爽やかに笑った。

　確かに、いろいろと鍛えられたであろう。これだけのイケメンなのだ。酔わせてお持ち帰りは男子だけの専売特許ではないはずだ。したたかな女子だってそんなチャンスは逃さないだろう……と耀子は思う。現実は小説よりも奇なりと言うではないか。

「ところで、成瀬さんは新卒入社？」

「いえ、異動です。もともと親会社にいたんですけど、異動願いを出してやっと耀子先生の担当になる夢が叶いました」

　ただの話の繋ぎのつもりで聞いたのだが、想像の斜め上を行く返答にアルコールが浸透している脳ではすぐに理解することができず、しばしフリーズする。

　――今、親会社って言った？　それで念願叶って……って。えっ？　私の担当に就くために親会社から異動してきたっていうの……？

　脳内で言葉の意味を理解しようと考え込んでいる耀子の耳に、笑いをかみ殺しているようなくぐもった声が届き、成瀬を見ると声を押し殺しながらお腹を抱えて笑っている。

「な、なんで笑ってるの？」

「あ、いえ、す、すみません。……くくっ……あ、あまりに耀子先生の表情がコロコロ変わるんで……あははっ、すごく可愛いなって……」

「えっ？　な、なにそれ、可愛いって……！　もうっ、本当にそう思ってたら笑ったりしないと思うけど？」

　アルコールのせいなのだろうか、耀子も成瀬に冗談ぽく怒ってみせる。

「本当ですよ。だって眉間に皺寄せて考え込んだ後に、大きく目を開いてびっくりしたような顔をしたから……考えていることが顔を見たらわかるっていうか。面白かったんですけどそれ以上に可愛かったです」

　耀子の表情を真似しながらおどけて言い訳する成瀬を睨んでみても、どうしてもその表情がおかしくて思わず笑ってしまう。

「なんか、うまいこと丸め込まれた気がする。でもロマンス出版の親会社って、世界中にリゾートホテルとかスーパーマーケットとか持ってるＮＲＳホールディングでしょ？　そこに新卒で入社できたのにどうして？」

　誰もが疑問に思うところだと思う。そんなすごい世界的な複合企業の大手に新卒で入社したのに、どうしてわざわざ出版社なのだろう。確かにロマンス出版は大手だが、そもそも耀子の担当になりたかったからという理由は、にわかには信じがたい。なぜなら、ここの出版社は女性向けの海外ロマンス小説のみを扱っているのだから。

「実は僕アリシア・Ｊ・ローレンスのファンなんですよ」

「えっ？　そうなの？」

「はい、こう見えてロマンス小説にはまってます。今男性の間でも密かに人気なの知りませんか？」

　寝耳に水だ。そんなの聞いたことがない。ロマンス小説と言えば女性のための女性向けのロマンティックな恋愛小説だ。官能度が高いものもあれば純愛もあり、その中でアリシアの小説は、かなりどぎつい官能シーンがてんこ盛りで有名である。

　男性が読んではいけないという決まりもないし、男性には好まれないと思うのは勝手な偏見だけれど、少なからず耀子は驚かされた。

「いえ、男性にも人気があるなんて知らなかったです。すみません勉強不足で」

「そうなんですよ。アリシア・Ｊ・ローレンスってほんと、素晴らしい作家ですよね。僕はもともと原作を読んでたので、これをどうやって訳せばいいんだろうって思っていたら、日本語訳が出たじゃないですか。すぐに買って読みました。それ以来耀子先生の翻訳のファンです」

　そうはっきりと告げられ、まんざら耀子も悪い気がしない。むしろ素直に嬉しかった。こんな風にまっすぐにファンだと言われたことが今までなかったから、少し恥ずかしくもある。

「そ。それはとても励みになります」

　急に謙虚な気持ちになる。

「だから、これからも僕は耀子先生に尽くしますから。二人で頑張りましょうね」

　目力を込められ強く見つめられ、箸を持ったままの手をぎゅっと握られる。

　驚きのあまりなんの反応もできないでいると、その手はすぐに離された。しかし彼の視線は耀子を離さない。キラキラと輝いて見えるその瞳は獲物を狙う肉食獣のような危険な光を孕んでいるようにも見えて、ドキリとする。意識してしまうとどうしても目が離せなくて心臓の鼓動が速くなるばかりだ。

「みゃーん」

　成瀬の瞳に捉えられて身動きできない耀子を現実に引き戻したのは、可愛い声で膝の上に乗せろとせがんできたトパーズだ。

　耀子は我に返り、ぷっとふき出した。成瀬も笑っている。二人の間に流れていた奇妙な雰囲気が気のせいだったかのように和やかになる。

「だめだよトパーズ、今ご飯食べてるから。また後でね」

「そうだ、リビングでゆっくり食べましょうよ。そしたらトパーズも膝の上でまどろめるでしょ」

　トパーズが成瀬の言う通りだというように頭を擦りつけてくる。

「じゃあそうしようか」

　耀子が答えると、成瀬はすぐに席を立ってテキパキとテーブルにある皿やワインをリビングのローテーブルに移動し始めた。耀子もすぐにグラスを持って後に続く。

「さあ、トパーズも特別席に着いたことだし、もう一度乾杯しましょう。僕と耀子先生の未来に」

「えっ、あ、はいっ」

　とても意味深な言葉だと感じてしまうのはきっと、恋愛小説の世界にどっぷりつかっている影響からだという事にして、耀子は満面の笑みでグラスを持ち上げた。今は余計なことを考えずに、至福の時間を楽しむことにする。

「乾杯！」

　ごくん。と喉元に通り過ぎるブルゴーニュの白ワインの爽やかでフルーティな香りに、気分が良くなり、耀子はシーフードサラダを完食した。

　リビングに移動する際にすでに用意してくれていた料理も運ばれており、耀子の脳内はいまや食に釘付け状態で、もう成瀬のことも気にならなくなった。

「耀子先生は美味しそうに食べてくれるので作りがいがありますよ。今度は赤ワインにしましょう」

　気がつかない間に成瀬は耀子のグラスに白ワインを注いでくれていたようで、すっかりボトルを空けてしまっていたようだ。

「ちょっとピッチ速かったかな？　成瀬さん引いてない？」

「えっ？　いや、まぁ、強いんだなぁって感心したくらいで引いてはいません」

　ポンとコルクが開いた爽快な音が鳴り、耀子のグラスはたちまちワインレッドに満たされる。

「奮発して鴨肉です。鴨肉に蜂蜜のソース。それにポテトとニンジンのピュレです」

「すごーい。料理できる男子って素敵」

　本心からの褒め言葉が出た。成瀬がとても嬉しそうな表情をしているので耀子も嬉しくなる。

「うん、美味しい。この鴨肉、柔らかいね。塩味と蜂蜜の甘さが絶妙。あ、この赤ワインとすごく合うね」

　美味しい料理とワインで耀子はいつも以上に饒舌になる。成瀬は常に微笑みながら相槌を打ってくれるのが心地よく、耀子は気分がよくなり、その分ワインを口に運ぶ回数も多くなった。成瀬のことを完全に信用していたのだ。先ほど感じた彼の瞳の奥に隠された妖しげな光のことなど都合よく忘れて……。

　ふわふわと心地よい揺らめきの中、次第に熱くなる体の異変がなんなのかがまだはっきりとわからず、自分が横になっていることだけ自覚していた。

　一体どうやって、寝てしまったのかさっぱり記憶にないが、耀子は体に感じる熱と男性的と言える匂いを感じていた。これをもたらしているのが成瀬だったとしても構わない……と、不意に思う。

　そんな思考を遮るほど、体の奥深くから熱い感覚が押し寄せてきて、熱がこもったように下腹部が燃え上がっていく。この感覚には覚えがあった。

　次第に全身がカッと熱くなり、打ち上げられた魚のように体が波打つ。

　――ああ、なんか……イキそう……あ、あ、ああっ、だ、だめぇっ！

　ビクンビクンと腰が上下に大きく揺れる。悲鳴のような声が勝手に漏れ、下腹部に集中していた快感が爆発した。荒い息遣いですっかり我に返った耀子はうっすらと瞼を開けるが、快感のせいで、官能の涙が溢れ出し、瞳に膜が張った状態ではよく見えない。

　熱い肌が外気に曝されているうちに徐々に冷えてくるのを感じる。

　はっとして視線を体に向けると、もこもこのフリース素材の上着の前ははだけ、ニットは胸の上までまくり上げられていた。

　さすがに着ぐるみパジャマは成瀬が来るようになって部屋着にはしていないが、今のも色っぽい格好とは言いがたい。そんな自分の姿に幻滅しそうになる。下はフリースの部屋着のズボンをはいてはいるが、下腹部の恥ずかしい場所を直に触れられているのをはっきりと感じてはっとする。と、同時に指のようなもので敏感な雌芯をなぞられてジンと腰が砕けそうな快感が走り、耀子は甘い喘ぎ声を思わず漏らしてしまう。その声を奪うように唇を塞がれ、キスをされているのだと鈍い頭が状況判断を終える前に舌を絡め取られる。忘れていた快感が膨らみ指先まで甘い痺れが走った。痺れて震える手をかろうじて動かし、覆い被さっている人の背中に腕を回すと、引き締まった背中の筋肉に触れた。ワイシャツ越しだけれど肩甲骨の辺りから背骨のくぼみをなぞった。彼の背中は贅肉一つない筋肉で覆われた広い背中だ。

　舌先で口蓋をくすぐるようになぞられ、耀子は思わず手の動きを止め背筋を仰け反らせる。胸の二つの膨らみが彼の胸に密着して、まるで擦りつけているみたいで恥ずかしい。恥ずかしいのに、仰け反りながら身悶えるように体をくねらせてしまうことを止められない。

　それに合わせるように上半身を擦りつけるように動かれると、その刺激に摩擦された胸の先端の果実が硬く尖り、ジンジンと甘い痺れに包まれる。重なり合う唇の動きも激しくなり、顔の位置を変えながら深く入り込んでは、時折甘く舌を吸われた。

　耀子はそんな淫靡なキスに夢中になった。

　こんなに気持ちよくて熱く濃厚なキスは初めてだ。

　成瀬の指が秘部の割れ目に沿って動くたびに、蜜が絡まり擦れる恥ずかしい音が鼓膜を震わせる。

　――あっ……こ、こんなに……濡れるなんて……恥ずかしい……でも、気持ち……いい。

　羞恥が増すと感度が上がるみたいで、重なり合っている場所、舌や指で触れられている場所が疼いてもどかしくなる。

　一度達したのに耀子の肉体はまだ足りないとでもいうように、快感の階段を駆け足で昇り始めてしまう。

　全身が熱くなりあともう一歩というところで、成瀬がすべての動きを止めた。

　失望と焦りと驚愕が入り交じり、耀子は何が起こったのかわからない。彼は至近距離で耀子を見つめていた。鼻と鼻がかすかに重なる程度の距離だ。あの濃厚なキスの余韻で、ぷっくりと腫れて赤くなっているに違いない唇は、まだ生々しい感触が残っている。息が上がって胸が上下する。成瀬も同じように息を切らし獰猛な動物のような荒々しい雰囲気を纏っていた。

　彼の瞳が研ぎ澄まされたナイフが光を受けて反射するようにキラリと鋭く光った。

　幻覚を見たような不思議な感覚に囚われる。そういえば夕食の時にもこんな風な危険な光を瞳の奥に見たような気がした。

　恐怖は感じなかった。それよりも、肌が粟立つようなゾクゾクする興奮が一気に高まる。

「ん……ふぅ……ぁ……」

　興奮しすぎて息苦しく、喘ぐような声が息遣いに混じってしまう。

「今、何されてるか……ちゃんとわかってる？」

　意外と冷静な声が耳に届き耀子は少なからず動揺した。もちろん言葉の意味も理解している。まるで理性のたがが外れたような、野性的とも言える興奮状態だったのに、成瀬が意外に冷静なことに耀子は不意を突かれ、言葉をなくしてしまう。

「ねぇ、わかってる？　このままだと本当に、最後までしちゃいますよ。これ以上進んだら嫌だと言われても止めることは無理だ」

　強い視線、しっかりとした口調に耀子は蛇に睨まれた蛙のように身動きできなくなる。それでも考えることはできた。自分の気持ちはわかっている。

　――止めて欲しくない。

　この状況なら酔いのせいにできる。お互い言い逃れができる。逃げ道を作っておくことができることで、耀子は少しだけでも大胆になることができるような気がした。

　言葉の代わりに、キスをせがむように彼の首に手を回し、引き寄せる。

　成瀬の唇が再び耀子に重なると、今度はゆっくりと弾力を確かめるように動き始めた。唇でついばむようにされると、くすぐったいのに首筋から背筋に甘い痺れが走り、それは下腹部へと向かっていった。舌で唇を舐められると思わず甘い声が漏れ唇を開いてしまう。まるで彼の舌を待ち構えているようだ。

　すぐに舌を絡ませられ、次第に耀子の息遣いが弾んでいく。成瀬の首に回している手の力に自然に力が入りぎゅっと引き寄せていた。これでは耀子の方が積極的に誘っているように思われても仕方ない。耀子の酔いはすでに醒めていたが酔っている振りをし続けた。

　成瀬の器用な指が耀子の服を脱がしていく。下半身はもうすでに下着ごと引き下げられ、両脚を大きく開かされたその間に彼の脚があるので閉じることも不可能だ。

　もうそんなことはどうでもいいと思えるほど耀子は欲情してしまっている。あともうちょっと……というところで寸止めされたせいで、早くその続きが欲しくて我慢できない。

　両方の乳房を手のひらに包まれ、敏感になっている先端の果実に触れたと思えばすぐに離れていくように焦らされ、絶妙に強弱をつけて揺さぶられては鷲掴みにされる。優しく触れたかと思うと、激しく掴まれ、耀子は成瀬の手の動きに夢中になった。

　余計なことを考えていることももうできないほど昂ぶり、激しくなる淫靡なキスで息苦しくて脳が溶けてしまいそうだ。

　放置されたままの疼き続けている秘部にある雌芯が熱く、触れられず熱をこもらせた状態で放置されていることに耐えられず、早く解放してと訴えるようにヒクヒクと痙攣している。ぷっくりと膨れた胸の果実に優しく触れられるだけで、まるで導線で繋がっているように雌芯に電流が走ったような刺激が駆け抜け、耀子の口から嬌声が漏れるが、それは彼の口内に吸い込まれて消えていった。

　蜜が溢れ出す感触にさえ全身を震わせてしまう。

　両脚を広げられた状態で、彼の下半身の存在がすぐそこにあるというのに、なんの刺激も与えられない状態に焦らされれば焦らされるほど欲情に火が付いてしまう。

　耀子は我慢できなくなって身悶えるように首を横に振り濃厚なキスから逃れた。

「はぁ……あぁ……」

　息を整えようとすればするほど喘ぎ声が混ざってしまう。

「そんなエロい声出されたら我慢できなくなる……どうして欲しいか言って」

　そんなことを言われても、いくら切羽詰まっているといえどもどうして欲しいか言葉にするなんて恥ずかしすぎて口に出すことなんてできない。

「ああんっ……」

　思考を蕩かすような快感が突き抜けた。両方の乳房をぎゅっと持ち上げるようにして掴まれ先端を親指の腹で擦られたのだ。観察するような彼の視線を感じる。それはまるで視線に熱が伝導してくるみたいに見つめられている箇所が熱くなる。

　感じて瞳を潤ませ、頬を赤く染めている顔を見られていることが恥ずかしい。

「めちゃくちゃにしてやりたくなるくらい可愛いね」

　――えっ、い、今なんて？　あんなに爽やか好青年だったのに、じ、実は〝Ｓ〟なんですか？　それは小説の中では美味しい設定ではあるけれど実際はどうなの？

　耀子の脳内で疑問文が飛び交っていたが、胸の先端を少し強く吸われた刺激で消え去った。

「ひゃぁっ……ああっ……ゃぁあ……っ」

　チュッと音を立てて吸い上げられ、舌でつつくように刺激される。そのたびに耀子は背中を仰け反らせ、首を左右に振って制御できない快感に耐えるが、巧みに強弱をつけられながら胸の果実ばかりを弄られると、泣き出したくなるほど感じてしまう。

「ぁっ……だ、だめっ……あっ……」

　左右の乳房を持ち上げられ、交互に先端を甘噛みされ、痛みを和らげるように舐められる。そうされると秘部がジンと痺れて蜜が溢れ出した。

「ん……はぁ……ひぃっい、いっちゃ……うっ……だ、だめぇ……」

　耀子が切羽詰まったような喘ぎ声を上げるほど彼の愛撫は激しさを増した。もう何も考えられないほど頭が真っ白になる。全身が熱く肌はしっとりと汗ばんでいた。

　何度も強く吸われ、全身に激しい衝撃が走ったような快感が突き抜け、耀子は体を震わせた後硬直した。炎に包まれたように熱くなり、体が大きく痙攣し絶頂感に包まれる。

　声さえ出なかった。胸を上下させ荒々しく息をせずにいられない。そのたびに胸の先端は彼の舌でなぶられて、耐えられないほどの快感となり耀子を狂わせた。

　ジンジン痺れているところを擦られるような感覚に気が狂ってしまいそうだ。

「やぁ……もう、いやぁ……い、いったからぁ……ひぃ……ひやぁんっ……」

「欲しいって言って」

　少しだけ口を離してそう言う。ずっと弄られて赤く膨らむ果実に息がかかっただけでも感じてしまい、耀子はもう限界だった。彼を受け入れたくてしとどに濡れている秘部はヒクヒクと痙攣している。

「お……お願い……来て……」

　精一杯の意思表示だった。成瀬はクスリと笑うと、上体を起こした。

「もっといっぱいイカせてあげたいけど、僕も限界なんだ。耀子さんの気が変わらないうちに……奪っちゃうよ」

　言葉遣いは優しいが彼の視線の熱さに耀子は身動きできない。心臓の音だけがバクバクと耳に響いていた。

「そんな欲しそうな目で見られたら、手加減できないよ」

　低く掠れた声に耀子の全身に電流が流れたような痺れが走った。

　ベルトを外す音も、スラックスを脱ぐ衣擦れの音も、耀子の興奮を煽る媚薬のようだ。

　これは、本当は夢なのではないかという気がしてくる。現実味がない。こんなに感じてしまうのも、成瀬がこんなに積極的で野性的でセクシーな男性に変貌しているのも。すべて夢なら理解できる。

「余裕だね。何考えてたの？」

　脚を持ち上げられ大きく開かされて耀子は我に返った。

「ぁ……ま、待って……」

「待てないって言ったでしょ」

　ズチュ……グチュ――恥ずかしいほどの淫靡な音に耀子は瞳を潤ませて頬を赤く染めた。

　蜜が溢れ出す入り口を熱の塊で擦られもどかしくなる。中をこの熱い塊で満たされたらどんな感じがするのだろう――期待と好奇心で一杯になる。

「ぃやっ」

「いや？」

　焦らして欲しくなくて、焦らさないでという意味での『いや』だったのに、行為がいやなのかと勘違いしたのか、意地悪をしているのか成瀬が動きを止めた。

「ち、ちがうっ」

　低い声でかすかに笑う悪戯な声がセクシーだと思った。

「違うって何が？」

　こんな風に意地悪なのも……たまらない。

「や、やめない……で」

「欲しいの？」

　激しく頷きそうだと訴えると、さらに熱く滾った雄の塊をぎゅっと中に押し込まれ、耀子は歓喜の悲鳴を上げた。

　思考を蕩かすほどの圧迫感に支配されそれはゆっくりと中を押し開く。究極の場所を見つけるとそこを狙って擦りつけるような動きをし始めた。

「ひぃ……はぁ……ああっ……」

　耀子は嬌声を上げ快感の渦の中に呑み込まれていく。

　我を忘れて乱れていく自分を、まるで夢でも見ているかのような気分で傍観している別の自分がいた。

　これはただの夢、儚い夢だ。年下の将来有望な、しかもイケメンの成瀬が少しもてはやされているだけの翻訳家に興味を持っただけ。

『こんな可愛げのかけらもない外見のお前に、ハイスペックな年下が本気になるわけがないじゃないか』

　そんな声が聞こえてくる。それを耀子は徹底的に無視をした。

　そんなことはわかりきっている。だから、今だけは求められていると錯覚していたかった。
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（三）






　チラチラと視線を彷徨わせることを止められなくて、ついつい集中力が途切れてしまう。

　耀子は目下脱稿した後の推敲という作業、誤字脱字や言い回しに間違いがないかのチェックを行っている。原稿を最初から読んでいく作業は集中力を要するのに、今の耀子の思考はこの家にいる別の人に向いていた。

　いつもなら愛猫のトパーズかグリコに邪魔されるか、ベンが悪戯をして作業が中断するかなのに、今は勝手が違う。

　成瀬の一挙手一投足が気になって仕方ないのだ。

　酔いに任せて流されるまま関係を持ったあの日から二日が経った。

　彼はいつも通り家事をそつなくこなし、耀子の面倒を見てくれる。あのことには何一つ触れられないように、耀子の方がうまくあしらっていると言っていい。このまま何もなかったように振る舞うべきだと、彼が何か言いかければ違う話に持っていって阻止している状態だった。

　とても怖かった。彼に謝られたりしたら立ち直れる見込みがないほど落ち込んでしまうことは必至だ。それならもうこのままなかったことにして欲しい。そう思っていた。その反面、自虐的な自分が彼の本心を聞きたいと言う。傷つくのは自分だというのに――。

「耀子先生」

「ひゃっ、は、はいっ」

　物思いにふけっていたものだから突然名前を呼ばれて変な声が出た。成瀬は少し眉間に皺を寄せてこちらをいぶかしげに見つめている。

「な、なに？」

　気を取り直して聞いてみたのがいけなかったのか、さらに彼は困惑したような表情に変わった。

「さっきから、ご飯ですよーって言ってるのに……聞いてなかったんですね。それだけ集中してたら、推敲けっこう進んだんでしょうね」

　いえ、進んでません。とはさすがに言える雰囲気ではない。集中力はまだ家出をしたまま戻ってこないうえに、思考は別のことに囚われて仕事どころではないなどと担当編集者に言えるわけがない。

　しかもその担当編集者と酒の勢いとはいえ、関係を持ってしまったのだ。しかも生涯忘れることはできないと思えるほどの濃厚なやつだ。

「まず食事にしましょう。冷めちゃいますよ」

　そう言われ耀子はやっと重い腰を上げた。脳内からあの時の淫靡な映像は消し去らなくてはならない。

　今はお昼ご飯を食べる時間なのだ。そうでなくても、成瀬がいる時に思い出すのはまずすぎる。

　食卓についていただきますと手を合わせ箸を取った。いつもの作法なのに緊張を隠せない。

「もうそろそろ観念したらどうですか？」

　意味不明だ。どういう意味なのだろうか？　と、脳内で高速に検証してみるが、観念するという意味が何に当てはまるのかさっぱりわからず、耀子は思わず顔を上げて成瀬の方に視線を向けてしまった。

　その結果、視線がガチで合ってしまう。

　彼のまっすぐで強い光を放つ視線に捉えられ、またも身動きできなくなる。成瀬は特殊能力があるのではないかと思えるほど、耀子は彼の視線に拘束された状態だ。

　緊張のあまりゴクリとつばを飲み込んだ。

「僕は本気ですから。でなきゃ担当作家にせまったりしません」

　はっきりそう言った後、なんと彼はいつもの爽やかと言える笑顔を耀子に向けた。

「え、あ、ええっ？　ま、待って……いや、あの……そ、そこまで思い詰めなくても……あはっ、酔った勢いってことで流してくれていいんだし」

　心とは裏腹の言葉が思わず漏れた。ここは大人な対応をするべきだという咄嗟の判断だったのだ。いや、正確には傷つかないための自己防衛というのが正しい。

「へぇ……なるほど、そうやって逃げるんですね？　でも、僕はそう簡単に手に入れたものを逃したりしません。僕から逃げられると思わないでください」

　獰猛と言える鋭い視線であり得ないようなことを言われ、耀子は耳を疑った。

　耀子にしてみれば成瀬に気遣って気を利かせて大人な対応をしたまでだ。一度だけなら言い訳が利く。酔った勢いでいいと耀子が言っているのだから。

　それなのに成瀬は逃がさないと……。

　――一体……ど、どういうこと？

　呆気にとられてぽかんとしている耀子の顔に成瀬の迫力のある視線が近づいてくる。実際には視線が近づいたわけではなく、成瀬の顔が近づいていたのだが……。

　鼻先が付くほど近づかれ耀子は息を止めた。

「僕は、最初から耀子さんが欲しかった。隙を狙って自分のものにするつもりでした。だからもう逃がしません。あなたはオレのものです」

　ゆっくりはっきりとそう言われ、同時に息が唇にかかり耀子は陶酔したようにぼんやりとしてしまう。これはまだ夢の続きなのだろうか……そんな風に感じるほどだ。

「さ、とにかく食べましょう」

　いつものトーンで、いつもの爽やかさで元の位置に戻った成瀬が言い放つ。

　耀子は呆気にとられたままただ頷いた。美味しいはずの料理の味などまったく感じられなかったのは言うまでもない。






　耀子が推敲を終えるまで成瀬は部屋の掃除をしたり、買い出しに行ってくれたりして一日が終わった。

　成瀬が世話を焼いてくれる前は、買い出しはもっぱらネット注文で、部屋は汚部屋と自ら公言するほど散らかり放題だった。猫のお世話だけは手を抜かずにしていただけの仕事中心の生活だったのだ。

　いまや部屋を見たらフローリングの床が磨かれピカピカだ。猫の毛さえ俟っていない。食事は栄養士ですかというほどバランスの取れた食事を昼夜と与えられている。

　文句はないというか、ここまでしてもらうのは気が引けるほどだった。

　猫の世話まで完璧にこなし、猫にまで慕われている成瀬をチラリと盗み見る。完璧な容姿だ。ほとんどの女子が好きな爽やか系。短髪の髪は地毛で黒く清潔感がある。しかも一八〇センチを超える長身だ。なにせ一七〇センチある耀子より背が高い。体育会系かと思えるがっちりとした肉体だというのは見た目だけではないということを耀子は知っている。

　ああ、また余計なことを思い出した。一旦顔を伏せかけたが気配を感じて咄嗟に視線を向けると端正な顔が目の前にあった。

　――な、なに……瞬間移動？

　成瀬は耀子の目の前に座って、じっと彼女の顔を見つめていたのだ。その視線と合ってしまったが最後、耀子は目を逸らすことができなくなってしまう。喉がカラカラに渇き言葉もうまく出てこない。

「終わりましたか？」

　いつもの爽やかな笑みを顔に貼り付け穏やかな声で彼は聞いた。

「えっ、あ、えっと……ほ、ほぼ……」

　動揺のあまりしどろもどろになるが成瀬は我関せず。といった様子で立ち上がった。そして耀子の後ろまでやってくると両肩に手を置く。

　ドキンと心臓が大きく打ち付けた。もう何がなんだかわからないほど動揺してしまった耀子は固まったまま動くことができない。

「確認するので、プリントアウトしてください」

　耳元で、いや、もう耳たぶに唇が接触した状態で鼓膜に響くようにそう言われ耀子は背筋を震わせる。

　――ああ、だめ、耳弱いのに……。

　ゾクゾクした震えが収まるまで待っていると彼の手がキーボードに伸び、耀子の背中から覆い被さるようにして伸ばされた手が印刷のマークを押した。

　耳にかかる息遣いが次第に熱くなり耀子は腰をもぞもぞさせてしまう。甘い痺れが背筋から尾てい骨に向けてじわじわと下りていくからだ。

　――ああ、だめ……か、感じちゃう……。

　心臓の鼓動が速くなり、彼に首の動脈が激しく打ち付けているのもばれているのではないかと思ってしまう。それなのに、成瀬は一向に耀子にひっついたまま離れる様子はない。

　このままでは変な声が漏れそうだ。そう思った時……。

　ギー、ギギギ――ギ、ギ、ギ、ギギギギ……

　甲高い耳障りな音が二人を離した。コピー機が数秒遅れて作動したのだ。

　成瀬が涼しげな表情で、横にあるコピー機からプリントアウトされた原稿を取り上げている。

　――なんて間の悪い……いや間違った。救ってくれてありがとうだった。

　最新型のプリンターはこんな音などしないに違いない。買いだめしておいたインクがなくなるまでこの古い機種を使い続ける予定だが、思わぬところで役に立ってくれたことになる。と、ふとそこまで考えて、耀子は成瀬に視線を向けた。彼の表情は険しく、眉間に皺を寄せながら印刷されている原稿を睨みつけていた。

　――やばい。まだほんの少ししかできてないのに！

「あ、あの、まだ全部終わってないので……」

「ほぼ終わったと言いませんでしたか？」

　即座にそう言い返され、確かにさっきほぼ終わったと言ったような気もする、けれどあれはまだ半分も終わっていないのを誤魔化すための曖昧な返事にすぎない、なんてことをとても言える雰囲気ではなかったので耀子は下を向いて黙り込んだ。

「半分も終わってないですね」

　原稿をパソコンの横に置くと成瀬は耀子の横に座り顔を覗き込んできた。こうなると目を合わさないわけにはいかなくなり、至近距離で見つめ合っている状態だ。相手の息遣いさえ感じる距離に耀子の鼓動は激しくなる。

「あ、あの……ち、近すぎ……」

　勇気を出して反論してみるもその声は掠れて小さい。彼が聞き取ったかどうかも定かではないほどだ。だからなのか、唇を読もうとしたのか、成瀬の視線は耀子の口元に集中しており、耀子は唇さえも動かせずに固唾を呑んでいる状態だ。

「何を考えていたんです？　僕のこと観察してましたよね。昨日も今日も……二日間もあったのに、半分も終わらないほど……何に気を取られていたんですか？　耀子先生」

　成瀬の低く響く声が鼓膜に振動すると首筋から背筋にかけて甘い痺れが走る。ぶるっと背筋を震わせ耀子は無意識のうちに唇を少し開けて息を吸い込んだ。ずっと息を止めていたから、呼吸が速くなっている。

「まるで僕を誘ってるみたいなエロい顔してますよ」

「えっ、ま、まさか……そんな……ん……んんっ」

　咄嗟にそんなことを言われ動揺した耀子は、抗議の声とともに顔を上げた瞬間唇を奪われた。

　チュッチュと音を立てながら唇を吸われ、唇の感触を味わうように優しく擦るように重ねられる。その絶妙な感触が耀子の欲情に火をつける。

　もっと深く重なりたくて唇が無意識のうちに開いてしまう。お互いの熱い息遣いが絡み合うと、喉から漏れる喘ぎ声が息遣いに重なり興奮を煽られる。抵抗することすら忘れて耀子は成瀬の挑発するようなキスに溺れていく。気持ちよすぎてクラクラしているのは酸欠気味だからだろうか。体の力も抜けて、彼の首に両腕を回してしがみついている状態だ。抱きしめられ背中を両手で撫でさすられゾクゾクするほど感じてしまう。胸が押し潰され先の果実が硬く膨らみ、敏感になる。そこを触って欲しくてたまらず胸を押しつけてしまう。

　――ああ、すごく濡れてる……か、体が……あついっ……。

　下着が濡れてしっとりとしているのを自覚するほど蜜が溢れ出している。耀子の脳は成瀬から与えられる快感をしっかりと覚えていて、実際は見つめられただけで、ドーパミンが増幅し、キスされればアドレナリンが一気に高まり快感度が上がっていく。

　一度覚えた快感が成瀬から与えられたものだと覚えている脳は、成瀬とだと気持ちよくなると耀子に思い出させるのだ。

　だから抗えない――というのは、言い訳にしかならないけれど。

　耀子の体が興奮状態で熱く蕩け始めた言い訳を考えているうちに、舌を絡み取られ思考さえもままならなくなる。舌から与えられる快感は極上で、器用な舌先で感じやすい口蓋をなぞられると背筋が震え、甘い声が喉から漏れた。

「ふぅ……んぁ……」

　離れそうになる唇を離すまいと首に回した腕に力を込めて引き寄せ、唇を強く押しつける。喉に彼の笑いの混じった声が響き、それさえくすぐったいのに気持ちいい。

　彼は笑いながら耀子の腕を掴み首から引き離すと、焦らすようにゆっくりと唇を離していく。すっかり陶酔している耀子は、まだ離れたくなくて何度も自分から唇を近づけて重ねようとするが、うまくかわされ逃げられてしまう。

「ぃやっ……」

「だめですよ。ここまでです。続きは推敲が終わってから……ね」

　念を押すように目力を込めてそう言われ、耀子は呆気にとられ、ぽかんと口を開けたまま成瀬の悪戯な瞳から目を逸らせず見つめ続けていた。

「さ、頑張ってください。早く終わればそれだけご褒美が早くもらえますよ」

「な、な、何言ってるの！　ご、ご褒美って……」

　まるで耀子が欲しくてたまらなくて、ご褒美を望んでいるみたいに言われ、恥ずかしくて頬が熱くなる。

　年下の成瀬は耀子の扱いをすでに熟知しているようにも思え少し悔しくなる。しかし、彼の言う通り、まずは仕事を片付けなくてはいけない。それを横に置いて快楽にふけってしまいそうになった自分が恥ずかしい。

　――ああ、もう私ったら、どうしちゃったのよ。しっかりしなきゃ。

　耀子の向かい側に座り直し、自分のパソコンで仕事を始めた成瀬を恨めしげに睨みながら耀子は自分をたしなめた。

















第三章
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「ぁ……だ、だめぇ……そ……そこ……」

「だめ？　うそばっかり、こんなに濡らしてるくせに……」

　クチュ……ズチュ――淫靡な音が静寂の中に響き、耀子は恥ずかしくて顔だけではなく首筋まで赤く染める。

　成瀬の唇が感じる場所を確認するように耀子の肌の上を移動し、反応のあった場所を執拗に吸ったり、時折甘く噛んだりするのだ。そうされるとたまらなくなって、耀子は反論にならない喘ぎ声を漏らしてしまう。

　蜜をかき混ぜるように動いていた指は、今度はスリットを開きながら上下にさすり始める。時折敏感な突起に当たり、ちゃんと触れてもらえず焦らされて耀子の腰は切なげに波打った。

「ぁっ……いやっ……焦らしちゃ……ぃやっ……」

　いやいやをするように首を振る。意地悪な彼の唇は熱く敏感な肌の上を堪能するように愛撫し、じれったい指先は耀子が欲しい場所への接触をわざと避けるようにして撫で続けており、感じる突起に近づくたびに耀子の期待は膨らみ、焦らされるたび悶えるように腰を震わせ切羽詰まった声が漏れる。

「もうちょっと我慢して。きっとすごくよくなるから」

　何を言われているのかさっぱりわからない。何がよくなるというのか。こんなに欲しくて体は熱くなるばかりだというのに……。

　そんな風に不服に思っていると、敏感な突起を舌で舐められる感触に背中が仰け反った。

「ひぃ……ああんっ……あ、あ、ああっ……」

　強く吸われひときわ高い嬌声が漏れた。腰をガクガクと震わせ強烈な絶頂感に目が眩む。思うように息ができず胸が大きく上下し、瞳からは官能の涙が目尻から流れ落ちている。

　成瀬は指を蜜孔に挿入し感じる場所を擦るようにしながら責め始めた。ジンジン痺れ痙攣している赤く膨れた突起を舐めしゃぶられたまま、蜜孔の感じる場所を指で擦られ耀子は我を忘れて悶え狂った。

　もう何がなんだかわからない。全身が熱で溶けてしまいそうだ。

「ひぃ……やぁ……あ、ああっ……も、だめぇ……ああんっ……」

　散々弄られた胸の先端は耀子が体を震わせるたび、その振動と空気に触れるだけで甘い疼きが充満している。それをどうにかしたくて、我を忘れて自分の胸に手をやった。

　先端の果実を指で摘まみ強く擦りながら揉む。

　もう恥ずかしいとかそんなこと、考えられなかった。

「すごいな、めちゃくちゃエロい……」

　いつの間にか顔を上げていた成瀬と目が合った。瞳が涙で潤んでいて彼の表情がいまひとつよくわからないが、声が興奮で震えているのを察し、嬉しくなる。

「き、きて……」

　早く繋がりたくて誘うように彼の腰に両脚を巻き付けた。成瀬の瞳がキラリと光った気がした。直後、獰猛な圧迫感で中を満たされる。散々弄られた感じる場所に先端で擦られ耀子の全身に強烈な電流が走ったような強い刺激が駆け抜ける。

「ぁ、すごい……締まる」

　切羽詰まったような色っぽい声が耀子の鼓膜を甘く震わせた。
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　鼓膜さえ、脳さえ蕩けてしまいそうなほど熱い。全身が快感に包まれたまま大きく体を揺さぶられている。子宮を突かれる衝撃に意識が飛んでしまいそうになる。

　こんな快感があったなんて……。これを知ってしまったら、もう……彼なしではいられなくなるかもしれない。

　そんな不安が耀子の脳裏に過ぎる。

　年下で、将来有望なイケメンハイスペック男子。すぐに耀子のことなど飽きてしまうに決まっている。わかっている。けれど誘惑されたら自分を抑えられる気がしない。

　耀子は薄れていく意識の中でそんなことを考えていた。






　胸の辺りが重くて苦しい。なんだか圧迫されたみたいで……。あ、そっか。またトパーズか、アメリが胸の上で大の字で眠っているのかもしれない。

　冬になると必ず耀子の体の上に重なるようにしてこの二匹の猫は眠るのだ。そのせいで圧迫感による悪夢を見ることがしばしばある。

　――でも、夢は見なかったなぁ……。

　夢は覚えている時とそうでない時があるので定かではない。その時意識の遠くの方で声がした。

「耀子さん、耀子……起きて……」

　とても優しく甘い声だ。

　――今……耀子って呼ばれた？

　朦朧とした意識の中そんなどうでもいいことが気になった。

「耀子、起きないと寝てるうちにまたやっちゃうよ」

　耀子は今度こそ敏感に反応した。ぱっと目を開けると目の前に彼の端正な顔があり、バッチリ目が合った。にっこり微笑まれ、その爽やかさに詐欺だとクレームしたい気分になる。

「お、起きます。だ、だから私の上から離れて」

　にんまりと笑って彼は意外にも素直に耀子の言うことに従った。それだけなのになぜか悪い予感がする。意外にというか、完璧に成瀬は〝Ｓ〟である。なにか企んでいるのでは……？　と、耀子は警戒警報を作動させ身構えた。

「な、なに？」

　怯える耀子に成瀬は顔を近づける。

「アリシア来日用の服、買った方がいいんじゃないですか？　今日は日曜なので、買い物デートしましょう」

　耀子にとってまったくもって無縁の文字列に目を丸くする。自分がどんな表情をしているか想像したくない。

「か、買い物デート……？」

「そう。選んであげます。というか、なんか恋人っぽいことしたいじゃないですか」

　またまたそんな嬉しそうに笑っちゃって。と耀子は突っ込みたくなる。しかも恋人っぽいことって……私たちって……恋人なの？　と、今更ながらに疑問に思う。

「こ、恋人っぽい……」

　無意識のうちに声に出していてはっとしたが、成瀬はもう耀子から離れて身支度を始めていた。耀子も慌てて起き上がると、バスルームに駆け込んだ。






　アリシア・Ｊ・ローレンス来日時のイベント関連に着ていく服を買う。という名目で耀子は成瀬に連れ回され、パンツスーツを数着買った。どうしてもスカートは嫌だと、これだけは譲れないと言うと、成瀬は意外にスカートを勧めることはしなかった。

　背が高いからパンツスーツがよく似合うと。かっこいいと言われ、正直悪い気はしなかった。いや、すごく嬉しく楽しいショッピングだったことには違いない。

「さて、買い物もほぼ終わったことだし、遅いランチでもしましょうよ」

　成瀬はそう言って耀子の手を引っ張った。

　日曜の銀座は人でごった返している状態で、耀子は成瀬に手を繋がれている。

　まるで本当に恋人同士のようで恥ずかしい。

　チラチラと彼の横顔を盗み見る。一七〇センチある耀子と一八〇センチを超える成瀬が一緒に歩いていると目立つようで行き交う人がチラチラこちらに視線を向けているのを感じる。

　耀子は会社に行った時と同じ格好をしている。ニット帽をかぶり長い髪をダウンの中にしまって、パンツスタイルのすっぴんだから男に間違えられているかもしれないのに、成瀬は平気なようで繋いだ手を離さない。

「あ、あの……」

　恐る恐るといった感じで声をかけた。

「うん？　どうかした？」

　耀子の方へ振り向かれると思いのほか顔が近すぎてドキリとする。

「手、繋がなくてもはぐれたりしないかと……成瀬さん背が高いし、ほら、私も大きいから……」

　クスリと成瀬が意味深に笑う。

「何言ってるんですか。僕たち恋人同士でしょ。手繋いで歩きたくない？」

　恋人同士――その文字列に耀子の心臓は壊れたのかと思うほど早打ちし始め、頬がかっと赤くなるのを自覚した。

「えっと、あの、こ、恋人同士っていうのは……ちょっと違うんじゃない？」

　ここはやはりはっきりさせておかないといけないのではないかと耀子は思ったのだ。

　成瀬が突然立ち止まり、耀子は思わず前のめりになって止まった。成瀬に手を引っ張られ引き寄せられる。正面に成瀬の端正な顔があり、しっかり目と目を見つめ合った状態で耀子は視線を逸らすことができず、ゴクリとつばを飲み込んだ。

「何が違うんですか？　僕はそのつもりだけど、耀子さんはそうじゃない……そういうこと？」

　なんだか怒っているような口調に変わり、表情もすごく硬い。怒らせたことは間違いないようだ。

「えっと、その、だって成瀬さんは私の担当編集者なんだよ。恋人同士っていうのはちょっと違うかなというか、それはまずいんじゃ……」

　黙ったまままっすぐ耀子を見つめる瞳は真剣そのものでなんだか怖い気がする。

「耀子さんは、僕のこと……好きにはなれない？」

「えっ……いや、あの、そ、それは……す、好きは好きですけど……」

　いきなりそんなことを聞かれ、すっかり耀子は動揺してしまう。

「じゃあ、問題ないじゃないですか。僕は耀子さんが好きです。確かに酔った女性に手を出すなんて卑怯だったかもしれないけど、好きな女性を目の前に我慢できないでしょ。できるわけないじゃないですか」

　成瀬の気迫に圧倒されて耀子はただ頷くしかできない。成瀬にうまく言いくるめられているような気がしないでもないが、好きだと言われれば心が傾いてしまう。

　これほど真摯な瞳で告白されたら信じてしまいそうになる。

　男性不信はどこへ行ったのだろう。イケメンで年下、しかもハイスペックな仕事相手。やめておいた方がいい理由がこれほどあるのに耀子は強く拒否ができない。

　心の奥深くにしまい込んである本心は、彼が欲しいと訴えているからだ。

　信じていいだろうか？　このまま流されていいだろうか？　――そんな不安と裏腹に耀子は繋いでいる成瀬の手をぎゅっと力を込めて握っていた。

　彼がにっこりと笑って握り返してくる。それがとても耀子の心を和ませ熱くさせた。










（二）






「るるるん、るるんるるん……」

　自作の鼻歌を歌いながら耀子はブランシュにブラッシングしている。少し暖かくなって長い毛が絡まってきたのだ。ブランシュはノルウェージャンフォレストキャットなので毛足が長いのだ。

　耀子は先日何年かぶりの美容院へ行き、腰まであった長い髪を肩甲骨辺りまで切り、かなり軽くなって目下気分は最高潮である。

　成瀬は原稿を持ち帰った後、アリシア来日の準備と出版準備に追われており、ここに来て耀子の世話をすることはできなくなったものの、週末は耀子の家に泊まって過ごすようになった。

『恋人同士』そんな風にはっきりと関係を告げられたことはなかったから、本当に自分が成瀬の恋人になったのだということがまだ信じられない。

　正直こんなに幸せで怖いくらいだ。

　いくら何でも自分が不幸体質だとは思いたくないが、恋愛においては奥手の耀子である。成瀬のこととなると、正直何を信じればいいのかわからない。本当に彼のラブラブモードを信じていいものなのだろうか。

　いや、多分大丈夫なのだ。二時間かけてここまで通ってくれたのだ。そこまでしてくれるというのは耀子に会いたいからであり、二人の関係を大切に思っているからに他ならないのではないだろうか。

　いろいろと考え出すときりがない。

　恋愛問題でまた悩むようになるとは想像もしていなかっただけに、不安になることもあるが、それでも幸せには違いなかった。

「あーもう、自分で言うのもなんだけど、女って面倒くさいね。ブランシュ。ブランシュも恋することある？　ブランシュはこんなに綺麗でエレガントだから絶対外には出せないね。危険すぎる」

　今度は猫の心配までし始めて耀子は独りでぷっとふき出した。

「何笑ってるんですか？」

　いつの間にか部屋に入ってきていた成瀬が笑っている耀子に興味津々な子供のような表情を向けていた。

「あ、えっと、ブランシュと話してただけ」

「ふーん、ブランシュと話…ね」

　ゆっくりと耀子に近づき、目の前まで来るとチュッと音を立ててキスをする。

「むふっ」

　変な声が漏れ、耀子はまたぷっとふき出した。

「なんか、いいことでもあったんですか？　今日はすごく機嫌がいいみたいだ」

「うん、まぁ……それよりどうしたの？　週末でもないのに……」

　平日のまだお昼過ぎだ。成瀬から今日来ると言われた覚えはなかった。

「あ、携帯にメッセージ入れたの見てくれてない？　今日中に校正チェックして欲しくて持ってきたんだ」

「きょ、今日中？　ど、どうしてそんな急な」

「僕もそう思うよ。でも急ぎなんだ。手伝うから。アリシアが発売日を早めろって言ってきたんだ。編集部でも耀子先生の翻訳を読んでこれは早めた方がいいと判断しての決定事項なんだ。無理を承知で、お願いします」

　成瀬に頭を下げられ、耀子は慌てた。

「そ、そういうことなら。お願いそんな頭なんて下げないで。やります。やりますから！」

「よし、頑張りましょう」

　原稿を取り出しながら成瀬が口角を上げて力強く頷く。その表情がなんだかたくましく、耀子も同じように笑みを作って頷いた。

　それからの数時間の共同作業で、耀子は成瀬ととても息が合っていることを認めざるを得ないと感じるほどに通常の半分の時間で作業は終了した。

　耀子が校正の入ったところをチェックし、成瀬が反映させる。それをもう一度チェックして、日付が変わる前に終わらせることができた。

「今日は晩御飯抜きでしたね。疲れたでしょ。なんか軽く用意しますね」

　耀子は校正が終わったことにほっとして茫然自失の状態だったので、すぐに反応できなかった。しかし、ここは甘えていたいと自堕落な自分がそう訴えかけるので、成瀬の好きにさせておくことにする。

　自分はつくづく尽くされていると思う。ほかにも担当の作家はいるはずだが、こんなに耀子にばかり構っていて大丈夫なのだろうか？　ふと、そんな疑問が芽生えた。

　よく考えてみると成瀬が耀子に付きっきりなのは、世界的ベストセラー作家のアリシア・Ｊ・ローレンスの第三弾出版にともなうイベントでの来日があるから、目下の優先順位が翻訳家の耀子だっただけにすぎない。

　これが終われば通常業務となり、編集者である成瀬は休日出勤も珍しくなくなり、耀子に会う頻度も減っていくに違いない。

　そこまで想像して、初めて自分が成瀬のことをどれだけ思っているかに耀子は気づいた。

　――恋してる。

　そうはっきり、今、この時、耀子は自覚した。耀子は成瀬にどっぷり恋している。アリシアの来日が終わると今までみたいに会えなくなる……。そう思っただけで胸が苦しく痛くなる。不安感が押し寄せてきて泣き出したくなるほどだ。

「耀子さん？　どうしたの？　なんか……さっきとは違って悲しそうな顔をしてるよ」

　突如現実に引き戻され、声のする方へ顔を向ける。成瀬と目が合い耀子はそのまっすぐな瞳にすがりつきたくなった。

　――だめ。それだけはだめ。私は自立した年上の女なんだから。重くなってはだめだ。

「ううん、なんでもない。ちょっと疲れたのかも。それより校正も終わったし、ちょっと一杯する？」

　耀子は元気に見えるように機敏に立ち上がる。

　成瀬がそれを見て笑い出した。

「いいですよ。乾杯しましょう。何飲みます？」

「あ、今日は私のセラーの中から選ぶから……待ってて」

　ワインセラーがある倉庫へ向かった耀子は中に入るなり真顔に戻りため息をついた。

　――今はまだ先のこと考えちゃだめ。成瀬さんとの時間を楽しまなきゃ。

　自分を叱咤しセラーの扉を開けて、お目当ての白ワインを手に取り、部屋に戻った。

「じゃじゃーん。今日はブルゴーニュのシャブリ！」

「うわぁ。本当にいいんですか？」

「もちろん。これであと残すはアリシア様の来日イベントだけだね」

　成瀬にボトルを渡し、耀子は感慨深くそう言った。

「ああ、そういえば発売日が前押しになるので来日も早めるそうです。日程が決まり次第すぐ連絡しますね」

　コルクを開けながら成瀬がそう告げた。

「予定がすべて変更だなんて……予約の変更とか大変そうだね」

　思ったままが口に出たのだが、どうやら耀子の懸念は当たっていたようで、成瀬が困ったような表情になっている。

「まぁそうなんですけど。仕方ないですね。人気作家様のやる気モードに水を差すわけにはいかないので。全力を尽くすのみです。耀子先生のおかげです。乾杯しましょう」

　グラスを取り出し、ゴールドの液体をなみなみと注いでくれる。

　耀子はグラスを受け取ると、成瀬のグラスに自分のグラスを重ねた。

「お疲れ様！」

「お疲れ様です」

　成瀬に微笑まれ耀子は気分がよくなり、一口ワインを口に含む。

「ああ、美味しい！　幸せ～」

　本心だった。成瀬がいてくれるだけで幸せだが、一緒に仕事をやり遂げたという達成感が得られ、こんな風に乾杯できることは至福と言えた。

「耀子先生。仕事の後の乾杯は本当に幸せそうな顔になってる。すごく可愛いですよ」

　そんな風に言われて照れくさくなる。

「またもう。あ、今はもう仕事は終わりだから普通にしゃべっていいよ」

　あまり敬語ばかり使われているとなんだか変なスイッチが入りそうだ。

　成瀬のエッチな時の敬語責めを思い出してしまう。

　そんなことを考えているとアルコールが全身に回るのが早くて体温が急激に上がって暑くなる。

「じゃあ晩酌のあてを作って持っていくからソファで休んでて」

　言われた通り素直にリビングのソファに腰掛ける。キッチンで準備してくれている成瀬の背中を見ていると、じんわりと胸が熱くなってしまい、耀子はすぐに視線を逸らした。

　今センチメンタルな気持ちに浸るわけにはいかない。まだ二人の関係が終わったと決まったわけでない。会える機会が減ることは悲しいけれど、それも仕方のないことなのだ。

「はい、どうぞ」

　成瀬の声に耀子は切なさが増すばかりの思考を振り払う。

　ローテーブルの上におつまみを並べると彼は耀子の隣に腰掛けた。

「お腹すいたでしょ。食べようか」

　取り皿と箸を渡される。つくづくよく気の利く人だなと感心してしまう。

「ありがとう。こんなに甘やかされていたら、成瀬さんがいなきゃ何もできないだめ人間になりそう」

　以前からそもそも翻訳以外何もできないだめ人間なのだが、彼にすがりつきたい思いが強くそんな言葉が出て、耀子は恐る恐る成瀬の表情を盗み見る。

　彼はほくそ笑むような、含みのある笑みを作って耀子を見つめている。

「それじゃあ、僕の思惑通りだね。そもそもそうなるように仕向けてるわけだから」

「えっ？」

　成瀬の瞳が妖しげに光り、にやりと笑う表情は蠱惑的でドキドキさせられる。怖い感じもするが悪い男に囚われたみたいで興奮させられる。

「耀子が僕から逃げられないように、僕に依存すればいいと思ってる。そうなるように頑張ってるんだよ。わかる？」

　わかる？　――と、顔を覗き込まれ接近されると息さえできなくなる。こうやって爽やか好青年のはずの成瀬のまったく反対の策略家な面を垣間見せられる時、そのギャップに耀子はどうしても引き寄せられてしまう。

　ものすごく魅力的で、そんな彼に思うように懐柔されることすら喜びに感じてしまう。

　ゴクリとつばを飲み込み、訳もわからずまるで操られてでもいるように耀子は頷いていた。

　成瀬が目尻に皺を作って微笑み、耀子の顎に指をかけて上を向かせて唇を重ねる。その甘美な感触にすぐさま体は反応した。

　自分からも積極的に押しつけ、唇を開けて彼を誘導する。耀子の体は彼の思うままに動いているような錯覚を起こしてしまうほど、官能的な気分が高まっていく。成瀬の思うままに操られていたとしても構わない。耀子は本気でそう思った。

　いつの間にか体を倒され、ソファに寝かされていた。体の上に感じる成瀬の男性的な肉体の硬い感触と熱、重みが心地よい。

　いつもこのソファで事が始まってしまう。きっと彼がいない時でもそれを思い出すだろう。この家のいたる場所で彼の存在を感じるに違いない。それは幸せなことだろうか……。そんな疑問を感じた時、胸の先端を摘ままれた刺激で思考が止まり、悲鳴のような声が漏れたがそれは彼の口内に飲み込まれてくぐもった。

　執拗さを増していく愛撫に耀子は溺れていく。散々焦らされ、喘がされ、何度も絶頂に導かれ、溶かされることに満たされていく。

　愛されているような……そんな錯覚を起こさせる。そんな彼の愛撫に溺れていく。

　愚かな選択には違いない。将来有望なだけでなくイケメンの年下が耀子に夢中なわけがない。わかっている。今は本当にそうだったとしてもいずれ気づくだろう。気の迷いだったと。だったらその気が迷っている間、耀子もこの時を堪能してもいいのでは……。

　そんな風に割り切ることができると、耀子はこの時はまだ……不覚にも思っていた。










（三）






　アリシア来日イベントは都内の大型書店でのサイン会、また書店内でのコラボカフェなどの催しが一週間開催された。

　その週末、外資系ホテルで『命の光』第三弾出版記念パーティという名のファンを交えての懇親会だった。

　連日アリシアに同行し精神的にも疲弊している耀子の気持ちはかなり重い。

　耀子にとってアリシア・Ｊ・ローレンスは憧れの作家で尊敬する人物に違いないのだが、アリシアはことあるごとに耀子の体に触れてくる。それがとても意味深な感じなので、耀子はどう対応していいかわからず困惑させられっぱなしだった。

「ヨウコ、私の側から離れちゃだめよ」

　耀子を捜していたのか、アリシアに見つかった途端手を繋がれてしまう。こういう時背が高いと隠れることさえできない。

「あ、あの。通訳がいることですし……わ、私がいたら邪魔なのではと……」

　アリシアは顔の各パーツが印象的なゴージャス系の美人だ。一六〇センチくらいの身長だから耀子より十センチは背が低いが肉感的でグラマラスな女性らしいナイスバディの持ち主で、その色香に悪酔いしてしまいそうになる。

　豊満な胸を耀子の腕に押しつけながら上目遣いでうっとりと見つめられるものだから周りの視線も気になるし、とにかく居心地が悪い。

「私はあなたに傍にいて欲しいの。通訳はあなたがやってくれればいいじゃない。あの人は帰ってもらえば？」

　わざとだろう。アリシアの後ろに隠れるように存在している通訳の女性に聞こえるような大きな声でそう言った。

　かなり我が道を行く性格のようだ。疲れがどっと押し寄せてくる。通訳と翻訳家はそもそも同じようで畑違いであるから同列に考えることはできないが、素人的にはどちらも同じなのだろう。そういうことをいちいち説明するのも面倒くさくなって、耀子は口をつぐんだ。

　ロマンス出版の重役、今回は親会社のＮＲＳホールディングの重役クラスまで主席しているかなり大がかりな席で問題を起こすわけにはいかなかった。

　耀子はアリシアの機嫌を損ねないようにただ彼女の希望を叶えて、この場を穏便に終わらせることだけに集中するしかない。

　視線を泳がせ成瀬の姿を捜す。彼はかなり忙しいらしく見かけたとしても一瞬で、話さえまともにできない状態だ。

　耀子のやる気スイッチを押してくれ、気力を与えてくれる成瀬との接触がないのは正直辛かった。あと何時間も耐えられるだろうか……と本気で心配になる。

「ねぇ、ヨウコ、これが終わったら私の部屋で飲まない？　もうこれで最後なんてなんだか淋しいわぁ」

　耳に近づき囁くようにそう言われ、ぞわっと寒気が走った。

　――こ、これはかなりやばいのではないだろうか……。もしや本当に狙われてる？　貞操の危機とか？　ま、まさか……。

　アリシアが同性愛者だという話は聞いたことがないが、無きにしも非ずだ。これだけベタベタされていればなんとなくそうなのではないかと勘ぐってしまう。

　ここは成瀬をなんとしても見つけ出し、助けを求めるしかない。きっと彼ならなんとかしてくれるはずだと耀子は藁にも縋る思いだった。

　その時、ロマンス出版の編集長と振り袖姿の若い女性、黒スーツで正装した重役らしき男性数名がこちらに向かって歩いてくるのが目に入り、耀子は思わず逃げ出したくなった。

　目的はアリシアには違いない。通訳がいるのに彼女は耀子にべったりで離してくれなさそうだ。こんな状態を会社の重役連中に見られたらどう思われるだろう……。そんなことを考えているうちにアリシアを取り囲むように、つまりアリシアにしっかり腕を絡ませられている耀子も一緒に彼らに囲まれてしまった。

「このたびは来日いただきありがとうございます。ＮＲＳホールディングＣＥＯをご紹介します」

　四十代の渋めで超知的な雰囲気の男性がアリシアに流暢な英語で話しかけた。耀子の出る幕はなさそうでひとまず安堵する。

　彼の横にいる厳格な雰囲気を纏った男性が手を差し出し、「ＮＲＳホールディングＣＥＯ成瀬です。お会いできて光栄です」と挨拶し、耀子はＮＲＳのＣＥＯは成瀬という名前だったことをこの時初めて知り、首をかしげる。

　――成瀬……。なるせ……。成瀬さんと同じ名字って……。よくある名字ではないはずだけど……。ただの偶然？

「こちらの女性は息子の婚約者でして、ミス・アリシアの大ファンなんですよ」

　耀子は思わず振り袖姿の若い女性に視線が釘付けになる。

「安藤あんどうつぐみと申します。今日は無理を言ってここに連れてきてもらったんです。第三弾が出るのを心待ちにしてました！」

　ハキハキとした口調で決して流暢とは言えない英語だが、一生懸命さに耀子は好感を持った。

「こちらこそ、こんな素晴らしいパーティを開いていただいてとても光栄です。今回わがままを言って出版を早めてもらったのも、翻訳のヨウコの協力があってこそ。本当に素晴らしいわ」

　絡められた腕にぎゅっと力を入れられ、アリシアに名指しで褒められた耀子はどんな顔をしていいのかわからず顔を引きつらせる。

　ここにいる全員がアリシアの横にいる耀子に視線を向けているから尚更だ。

「あなたが相川耀子さんですか。アリシア・Ｊ・ローレンスの翻訳を売り込んだという」

　成瀬ＣＥＯの言葉にアリシアが耀子の顔を覗き込む。

「あ、は、はい。私はアリシア・Ｊ・ローレンスが小説をウェブサイトで連載していた時からのファンなので、絶対日本で人気になると信じてました」

　これは耀子の本心なので、アリシアを持ち上げているわけでも何でもない。アリシアはというと耀子の言葉がまるで愛の告白かとでもいうように頬を赤く染め、うっとりとした視線を耀子に向けていた。

「嬉しいわ。ヨウコ。なんて素敵なのかしら」

　どう反応していいかわからない耀子は助けを求めるように成瀬ＣＥＯを見た。

「相川先生の直感は正しかったというわけだ。実は息子もアリシアの大ファンでね、かなり強硬的に相川先生の担当になったんだよ。今先生の担当は、息子の成瀬響のはずなんだが……」

　――な、なんですって？　む、息子？　成瀬ＣＥＯの……む、息子？

　耀子は驚きのあまり引きつった笑顔のまま固まってしまい、一言も言葉が出てこない。

「違ったかな？」

　成瀬ＣＥＯは秘書らしきインテリアラフォーに問いかけた。

「仰る通りです。成瀬さんに担当していただいてます」

　耀子は慌ててそう告げた。

「ま、まさか、ＮＲＳホールディングのＣＥＯのご子息だなんて知らなくて……あ、あの……」

「それは響さんが希望していることだから気にしなくていいですよ。私もアリシア先生のファンですし。翻訳を手がけている相川先生の担当が彼だなんてすっごく素敵！」

　目をハートマークにして婚約者の安藤つぐみにそう言われ耀子は何も言えなくなる。

　つぐみは憧れのアリシアに片言の英語で今話していたことを説明し、二人はなにやら盛り上がっている。

　――この可愛らしい女性が婚約者……。なによ、婚約者がいたんじゃない……。

　怒りよりも絶望感が押し寄せてくる。

　同じ轍を踏むことを恐れていたのに、まんまとそうなってしまったことに乾いた笑い声を漏らしてしまいそうになる。

　絡みつくアリシアの腕の力が強くなり、耀子は物思いから現実に引き戻される。彼女は少しこの状況にげんなりしているようで、チラチラと耀子の方にＳＯＳを送るような視線を向けているのに今更ながら気づいた。

「あ、あの、もうそろそろアリシアの皆様への挨拶がありますので、失礼していいでしょうか」

　耀子がそう言うと重役たちも婚約者のつぐみも愛想いい反応を見せて同意する。

「あの、終わった後で是非アリシアとお話ししたいのですが、いいですか？」

　アリシアに訴えかけるような熱のこもった視線を向けながらつぐみが言った。

　耀子は驚いたものの、アリシアのファンなのだから、この機会は逃せないと思う気持ちは理解できた。

「そうねぇ。時間があればということで……」

　彼女の意向を受けてあげるべきでは……と、耀子は不審に思い、アリシアに振り向いた途端、目が合って意味深なウィンクをされたものだから、つぐみに何のフォローもできなかった。しかも、アリシアは耀子の方に熱烈と言える視線を向けており、耀子はこのいたたまれない状態から脱することを優先させた。耀子はアリシアを引っ張ってその場を離れながらこれから挨拶が待っていることを説明することで、ビジネスライクな雰囲気を保とうと試みた。

「助かったわ、ヨウコ。今夜はずっと傍にいてちょうだいね」

　ぎゅっと力を込めて掴まれた腕が圧迫される。耀子はただ引きつった笑みを返すだけだった。






　アリシアはさすがに場慣れしているようで、演壇に立って挨拶する際も素晴らしいスピーチで皆を感動させていた。もちろん通訳がいい仕事をしたことは言うまでもない。

　耀子はその間せわしなく視線を泳がせて成瀬を捜したが結局彼の姿を見つけることはできなかった。ずっと傍にいるから大丈夫だと言わなかったか？　と、今更ながらに怒りが込み上げてくる。結局アリシアを耀子に押しつけたまま消えてしまっている成瀬に対しての苛立ちが増していくばかりだ。

　婚約者のつぐみは、成瀬ＣＥＯの取り巻きたちの中に入っており、婚約者の姿が見当たらないことなど気にも留めていないように見える。彼女の視線はアリシアに釘付けになっており、確かに熱烈なファンだというのが伺えた。

　天真爛漫を絵に描いたような愛らしさのある若くて可愛い女性だ。女らしさのかけらもない、可愛いと言われたことは一度もない耀子とは正反対の女性である。

　ずんと重く冷たい鉛で胸が押し潰されそうになる。

　もう二度とこんな辛い思いなどしたくなかったのに……。絶望感だけが押し寄せてきて耀子を泥沼の底へと引きずり込んでいく。

「ヨウコ」

　腕を掴まれはっとする。アリシアがいつの間にか演説を終え、ヨウコに寄り添うように立っていた。

「もう私の仕事は終わったことだし、適当に食事をして部屋に行きましょう」

　アリシアは耀子が断らないものだと思い込んでいるようだ。確かに、今ここで無下に断るわけにはいかない。編集長はおろか親会社の重役まで揃っている場所でアリシアを足蹴にできるわけがなかった。

　耀子は曖昧に笑うと、アリシアに促されるまま、料理が並ぶカウンターへと向かった。

　普通の精神状態だった場合、高級食材を使ったオードブルを目の前にすれば食欲がわくはずだが、今の耀子はそれらを目の前にしてもまったく反応できずにいた。

　アリシアはシャンパンとロブスターとキャビアのマリネを堪能しているようでご機嫌な様子だ。

「あら、ヨウコは食べないの？　すごく美味しいわよ」

「ええ、なんだか緊張しすぎてるみたいで……」

　首をかしげ曖昧に答えるが、アリシアはクスリと意味深に笑っている。それがすごく気になってますます耀子は居心地が悪くなった。

「まぁ、可哀想に。すぐに部屋に行きましょう。私の部屋でルームサービスを取ればいいわ。ダーリン」

　――だ、ダーリン？　いやいやいや、ちょ、ちょっと待って。これは完全にやばい感じでしょ。ど、どうしよう。ここで揉めるわけにもいかないし。とりあえずこの場を離れて人気のないところで猛ダッシュして逃げる？

　耀子は必死で頭を働かせる。

　なんとか事なきを得なければならない。騒ぎを起こすことは断じてできない。

　考えを巡らせてみるが、耀子にはこれしか名案が浮かんでこなかった。

　アリシアは何も言わない耀子が同意しているものだと思っているのかぐいぐい腕を引っ張って出口に向かっていく。

「あ、アリシア。少しお話しできますか？」

　つぐみが現れ、ああ、助かった、と思ったのも束の間、アリシアはけなげにも声をかけてきたつぐみに「疲れたから休ませてもらうわ。また次回お会いしましょう」などと、曖昧な返事をしながら耀子を引きずるように引っ張ってその場を去って行く。

　それでも何度か彼女は声をかけていたが、耀子ですら狼狽しておりうまく対応できない。目力を込めて『ごめんなさい』と訴えたが、果たして彼女は理解しただろうか……。

　アリシアの挨拶が終わるや否や、お役御免とばかりに通訳担当者の姿さえいない状態だった。背の高い耀子が見渡しても見つけられないのだから、もしかしたら怒って帰ってしまったのかもしれない。もしそうであっても彼女を責めることはできないと思えるほど、蚊帳の外に放り出されていたので仕方がない。

　当のアリシアは部屋に戻る気満々で誰の誘いにも素っ気ないのだから、通訳が帰っても何ら問題はなかった。

　会場の外に出るとさらに強く腕を引っ張られてエレベーターの方へ連れられていく。耀子はそこで我に返り、踏ん張るようにして立ち止まった。

　アリシアが立ち止まり耀子の方に振り向いた。

「どうしたの？　さあ行きましょう」

「いえ、あの、わ、私、編集長に挨拶しなくては……ま、まずいので……も、戻ります。先に部屋に戻っていてください」

　アリシアは妖艶な笑みを貼り付けゆっくり近づくと、耀子の体にぴったりと豊満な胸を押しつけ、見上げてくる。

「スイートルームには、このカードキーがないと行けないのよ。ダーリン。ここで待っていてあげるわ」

　――うわぁ……そんなこと知らないっていうのよ。どうしよう……。逃げるに逃げられないじゃない。

「それとも、一緒に行ってあげましょうか？」

　首筋に唇を寄せて囁かれ息がかかった感触にぞわりと寒気が背筋に駆け抜ける。

「い、いえ、そんなこと、お願いできません。い、行ってきます」

　必死だった。何が何でもここから離れるのが先だ。そう思った耀子は踵を返して立ち去ろうとしたが、思いもよらず強い力で腕を引っ張られ、くるりと元に戻されてしまう。

　スーツの襟を両手で掴まれ引き寄せられたと同時に唇を塞がれた感触に目を見開く。

　――えっ？　えええ？　き、キスされてる。やややや、ど、どうしよう……うそうそうそっ！

　完全にパニック状態の耀子はあたふたするばかりで抵抗するのもままならない。

　耀子の方がはるかに背が高いのに首に回された腕で引き寄せられているので耀子が覆い被さっているような格好になっている。

　なんとか逃れようと腰を引くが、そうすればするほど腕に力を込められ引き寄せられるので首が痛い。

　アリシアの機嫌を損ねないようにこの危機から逃れたい耀子だったが、この状態で突破口など見つからない。

　耀子の焦りを知ってか知らずか、アリシアがチュッと音を立てて耀子の唇を吸いながら離れていった。

　目と目を合わせて妖艶に微笑まれ、焦りだけが増していく。

「ねぇもうそんなこといいから、部屋に行きましょう」

　腕を掴まれぐいぐい引っ張っていかれる。細身なのにどうしてこんなに力が強いのだろう。耀子よりも力が強いことは明白で怖くなる。二人きりで密室の中にいることになるのは危険すぎる。

　そんなことを考えているうちに、またエレベーター前まで戻ってきてしまい、運悪くこの階で止まっていたエレベーターはアリシアがボタンを押した瞬間にゆっくりと開いた。

「あ、あの、私、行けません。ごめんなさい」

　耀子は必死だった。アリシアの表情が硬くなるのを目にし、冷や汗が流れ始める。

「アリシア！　捜しましたよ。部屋に戻られるんですか？　お疲れでしょうから今夜はゆっくりお休みください。明日は私が十時にお迎えに参りますので」

　いきなりアリシアに声をかけたのは紛れもなく成瀬だった。危機一髪助かったと思う反面、一体どんな顔をして会えばいいかわからず耀子は視線を向けないように、下を向いたままだった。

「あら、キョウ。それはどうもご親切に」

　不機嫌な表情が一変して笑顔になる。

「耀子先生はこの後インタヴューがあるので、ここで見つけることができてよかった。彼女は返してもらいますよ。アリシア」

　成瀬は満面の笑みでアリシアに堂々とそう告げると耀子の腕を引っ張った。

「そ、そうなんです。だから今日はここでと言おうとしていたところだったんです。本当にお会いできて嬉しかったです」

　これ幸いと言い訳をし、アリシアに握手をした後耀子はすぐさま成瀬の後ろに隠れるように後ずさった。

「それならそうと早く言ってくれればいいのに。仕方ないわね。では、明日。おやすみなさい」

「失礼します」

　二人で頭を下げエレベーターが閉まるのを待つ。

　インタヴューが終わったら部屋に来い、とはさすがに成瀬の前では言えなかったらしい。危機一髪というところで耀子は成瀬に救われたことになる。が、とても感謝する気分にはなれず、未だ緊張が拭えないままだ。

「さて、帰りましょう」

　想定外の文字列に耀子は思わず顔を上げた。と、その瞬間成瀬の不遜な笑みをまともに受け、ゴクリとつばを飲み込んだ。

　なぜそんな顔をされなくてはならないのか耀子にはさっぱり理解できない。

　耀子も不満を露わにした表情を貼り付けて成瀬の瞳をにらみ返す。彼はさらに顔を近づけてきた。

「助けてあげたのに、どうしてそんなふてくされたような顔をしてるんですか？　もしかして、アリシアの部屋に行きたかったとか？」

　そんな風に言われては黙っていられない。

「へぇ、助けてくれるつもりだったんだ？　ということは、アリシアとのやりとりを見てたってことでしょ。どうしてもっと早く助けてくれなかったのよ」

　不満はそれだけではないが、まずは今、疑問に思ったことを耀子はぶつけた。

　成瀬は表情一つ変えず耀子を見つめ続けている。

「話の続きは帰ってからにしましょう」

「いいえ、何も言わなくていいです。私は一人で帰れますから。あ、そうだ、婚約者の安藤さんが捜してましたよ」

　彼女が成瀬を捜していたというのは嘘だが腹いせ紛れにそう言い放ってしまってはっとする。

　成瀬の表情がみるみるうちにこわばり、耀子の緊張が高まった。彼は耀子が婚約者の存在を知らないと思い込んでいたに違いなかった。もう彼が何者なのかも耀子は知っている。

　世界進出している大手複合企業の社長の御曹司。不釣り合いとかいう以前に付き合うなんてあり得ない。彼がほんの気まぐれで耀子に手を出したとしか……思えない。

　そんな風に考えると本当に自分は男運がないのだと思い知らされる。

「違う。耀子の考えているようなことじゃない。僕は彼女と婚約してない」

　思わず鼻で笑うような声が漏れた。

「はぁ？　何言ってんのよ。今ここでそんなこと言う？　あなたのお父上。ＮＲＳホールディングＣＥＯから息子の婚約者だって安藤さんを紹介されたのよ。息子は私の担当だって。成瀬響だって。あなたでしょ！」

　耀子の頭はすでに沸騰しており怒り心頭だった。その勢いで彼の胸を思い切り両手で突き飛ばし、そしてなんと十何年ぶりかに走った。

　脚がもつれるが気にせず殺人者にでも追われているかのように必死で走って彼から逃げた。

　ただこの悲惨な現実に呑み込まれないように、耀子はひたすら走り続けた。

















第四章












（一）






　――担当編集者を無視し続けることは難しい。

　アリシアのパーティから三日が経った。成瀬はアリシアに付き添っているので、自由になる時間は少ないはずなのに、定期的に電話がかかってくる。もちろんＳＮＳ経由でメッセージも途絶えない。それらを耀子は無視し続けていた。

　しかしアリシアが帰国した今、いつまでも無視し続けていることは難しい。

　まだ自分の気持ちの整理がついていないこの状態で成瀬に会いたくはなかった。顔を見たら今度こそ泣き出してしまいそうだ。

　罵倒するだけならまだしも彼の前では絶対泣きたくなんかない。どんな説明をされてもきっぱりと終わらせて担当を変えてもらう。

　そうすることが正しい決断だと耀子は思う。しかしそれを実行に移すことができるかどうかはまた別だ。自分の決意をしっかり遂行できる自信はまったくなかった。

「あー、もうだめだ……」

　弱音が声に出ると、膝の上でまどろんでいたトパーズが顔を上げて愛らしい瞳を耀子に向けた。

　心配しているのかな？　――と、思った次の瞬間には退屈そうにあくびをして顔を伏せて眠り始めた。

「なんだ、心配してくれたわけじゃないんだね」

　トパーズの可愛い仕草に笑みが漏れる。猫に少しは癒やされたが、耀子の心はまだ暗いままだった。

　成瀬を目の前にして平常心でいられるようになるにはまだ少し時間がかかる。目をつぶると、彼の情熱的で熱のこもった視線ばかりが思い出される。あの視線をつぐみにも向けていたのかと思うと、ずきんと心が痛くきしんだ。

　これは嫉妬だ。若くて可愛らしいつぐみに対するいびつな嫉妬。自分の劣等感を知らしめられるだけの、つぐみのような女の子らしいお嬢様タイプが成瀬の婚約者だったことにも、ショックを受けているのかもしれなかった。それは勝手な耀子の思い込みにすぎないが。

　ピンポーン。

　旧式のドアベルの音が鳴り我に返る。もしや成瀬が来たのだろうか？

　耀子の心臓はあり得ないほどに速く打ち付け始めた。

　ピンポーン。

　またドアベルが気の抜けたようなやる気のない音を鳴らした。そんな音でも急かされるのだから不思議なものだ。

　耀子は恐る恐る玄関に近づいていく。旧式の引き戸のドアはガラス張りでうっすらと人影が映っており、そのシルエットはどう見ても男性のものではない。

　女性らしき影が映し出されていたので、耀子は慌てて確認もせずにドアの鍵を開け引き戸を引いた。

「こんにちは～」

　陽気な声とともに目の前に現れたのは、なんと今物思いの中にいた安藤つぐみだった。

「えっ、えっ？　あ、安藤さん？　ど、どうしてここに？」

　突然現れた彼女を前に動揺と驚愕を隠せずに、咄嗟にそんな言葉が出てしまう。

　彼女はというとパーティ会場で挨拶した時と同じ万人受けする笑みを顔に貼り付けながら、我関せずといった感じで三和土まで入ってきた。

「はい、これ、水羊羹です。有名なところのらしいんだけど、あたしはあまり詳しくなくて……手ぶらじゃなんだからと思って、持ってきました。あ、羊羹好きでした？」

「えっ、あ、えっと、羊羹も水羊羹も好きですけれど……えっと、なんかすごく突然でびっくりしていて……あ、あの……」

　言葉が続かないしどろもどろな耀子に痺れを切らしたのかつぐみは腰をかがめてくるぶしまでのブーツのジッパーを下げ始めた。

「玄関先じゃなんですから、上がっていいですか？　いろいろお話ししたいなって。都内からはるばるここまで来たんですぅ～」

　可愛い風を装っていても彼女の態度はまったく可愛くない。

　つぐみの肝の据わりきった態度に耀子の背筋に冷たい戦慄が走り抜ける。

　――こ、こわい……この子マジで怖いんだけど……さ、刺されたりしないよね？

　逆上したつぐみに刺される妄想が脳裏に流れ、耀子はゴクリとつばを飲み込む。怖いのでつぐみからは視線を一時も逸らさず、警戒するように観察した。

「お邪魔しまぁーす」

　誰も上がっていいと言っていないのに、勝手に家の中に入る彼女の後ろをあたふたと追いかける。

「あ、あの、あ、安藤さん、そ、そこがリビングなんで、そ、ソファにどうぞ」

　耀子は気を取り直し、つぐみをリビングのソファへ促すが、そこはいまや散らかり放題の有様だった。成瀬が一週間来ないだけで綺麗だった部屋は汚部屋へと変貌しつつあった。

「はぁーい。では失礼しますぅ～」

　猫たちは来客が上がり込んできた時点で隠れており、愛想のいいハンクロの姿さえ見えず、猫一匹いない部屋に猫の毛が散乱しているソファにつぐみは腰掛けた。

　その様子をまじまじと見つめていた耀子はつぐみと視線が合ったことで我に返り、彼女の前に正座した。

　まさしくコントのような状態である。女王様にひれ伏す下僕のような……？

　そう気がついたが今更動ける状態ではなく、つぐみの得体の知れない視線を受けながら次に出てくる言葉を待った。

　シーンと静まりかえっている静寂の中、敵意丸出しとも思える刺すようなつぐみの視線を感じて耀子は息さえまともにできない。息を止めたままただひたすら正座した状態で、視線を彷徨わせる。

「おっほん」

　つぐみの咳払いに耀子はなんのコントかと彼女を見ると、心底おかしそうに笑っているではないか。

「そんな緊張しないでくださいよ。あたしまで緊張しちゃうじゃないですか！　ま、先にお茶にしません？　持ってきた水羊羹に毒なんて入ってないですから一緒に食べましょうよ～」

　そう言われて我に返る。お茶さえ出さずに何をやっているのだと……。

「ご、ごめんなさい。気が利かなくて！　す、すぐ、お茶と水羊羹持ってきますね」

　勢いよく立ち上がったものの、脚が痺れていてふらついてしまうがなんとか立ち直り、まるで笑いを取るためのような格好になりながら耀子は目と鼻の先のキッチンへ向かった。

　つぐみはそんな耀子を見て笑っている。笑っているのにとても怖い。耀子はつぐみを観察しながらどう対処しようか考えを巡らせる。

　ここに来たのは成瀬のことに他ならない。自分は身を引く立場にあるのだからそれを明白にすれば、大事にならずに帰ってくれるだろう。それとも成瀬に報告した方がいいのだろうか？　いやいや、それはまずい。どう考えてもまずい。自分が成瀬にヘルプしてもらうのはまずいだろう。

　ということは……ここは穏便に事が済むように自分自身でなんとかしなくてはならないのだ。

　耀子はお茶を入れ終わると、つぐみが持ってきた水羊羹と一緒にトレイに載せて運んだ。

「あ、勝手に緑茶にしちゃったけど、大丈夫だったかしら？　気が利かなくてごめんなさい」

　また失態をやらかしてしまったと慌てる耀子につぐみは優しかった。

「いえいえぇ～。大丈夫ですよぉ。お気遣いなく」

　にっこり微笑まれるとさらに恐怖心が増して体が硬直してしまう。

「耀子先生もあたしの横にどうぞ」

　まるでつぐみの家のソファのように気軽にそう言われ、どう対応していいかわからない耀子は言われるままに彼女の横に腰掛けた。

　つぐみの視線が頬の辺りに突き刺すように感じられる。恐ろしすぎて彼女を見ることすらできない。耀子は固唾を呑んでその先に待ち受ける辛辣であろう言葉を待つ。

「耀子先生って、やっぱり、知的な顔をしてますね。背も高いしかっこいいし……憧れます」

「はい？　え……ええっ？」

　耀子は驚愕のあまり猫のように目をまん丸にさせてつぐみの方に視線を向けた。バッチリと目が合い、うっすらと笑うつぐみの表情にぞわりと寒気が走る。

　狙った獲物を仕留める時の獰猛さがあり、舌なめずりはしていないがまるでそうされているように感じてしまう。ほくそ笑みながら耀子の方に顔を近づけてくる彼女はまさしく肉食獣のようだ。今まで感じた可愛らしさなどそこにはない。

「あたし……見たんです」

　かすかに聞こえるほどの囁き声で言われた言葉を脳内で素早く解読を試みる。一体彼女は何を見たというのだ。それはきっとパーティの時に違いない。そして明らかに成瀬とのやりとりだから、アリシアが去った後のこと……。あああああ！　耀子は発狂しそうになるのを両手で口を押さえて止めた。

「尊敬してたんです。すごい翻訳の先生だって……自分の翻訳を売り込んでベストセラー作家の翻訳家の地位を確立するなんて……なんてすごい人なんだろうって……」

　いえ、それは過大評価です！　とはとても口に出して謙遜できないほどつぐみには狂気を持った気迫があった。耀子は何も言えないまま口に両手を押し当てて目線だけをつぐみに向ける。

「あたし、アリシアの大ファンなんです。熱狂的と言っていいほど。もちろんサイトで連載していた頃からの……耀子先生と同じです」

　脳内でせわしなくつぐみの言葉を理解しようと頑張るが先が見えてこずに恐怖ばかりが増幅されていく。

「あたし、翻訳家志望だったんですよ」

　えっ？　耀子は驚愕で目を大きく開けただけで、疑問は言葉にならなかった。

「だった。……過去形です。世界進出までしている大企業のＣＥＯの御曹司の婚約を受けたのはアリシアに会えるチャンスを狙ったからなのに。それなのに！」

　いきなり怒りを露わに大声を出したつぐみに耀子は仰け反った。まさしく漫画のように背筋を反らせ反射的に仰け反ったのだ。

　つぐみが何を言っているのかさっぱりわからない。

　一体彼女は何を言いにここへ来たのだろうか？

「それなのに！　アリシアは耀子先生に夢中じゃないですか？　どこまで、どこまであたしの心を打ち砕けば気が済むんですか！　絶対許せない。響さんのことはどうだっていいんです。あたしが許せないのはあなたなの！　絶対許せない。この報復は必ずさせてもらいますから」

　一気に捲くし立てると彼女はソファから立ち上がり、玄関へ向かっていく。

　耀子は呆気にとられたまま一言も発せず、言われた意味を理解することに必死で身動き一つできなかった。

　――ど、どういう意味？　今のどういう意味？　わけわかんないっ！

　つぐみに至極嫌われていることは理解できた。そこにアリシアが絡みもちろん成瀬のことも絡み……。つまり彼女が放った言葉の中で理解できたのは、つぐみは成瀬と耀子の関係を知っていたということだ。

「ああ……やっぱりそうだったんじゃない……ど、どうしよう……」

　情けない声が漏れる。つぐみが放った辛辣な言葉の半分も理解していなかったが、成瀬との関係が彼女にばれているという事実で脳内は埋め尽くされ、耀子はパニック状態だ。

　成瀬と一刻も早く話し合わなければならない。そう、逃げていてはもう無理だ。それだけは明確に判断していた。






　つぐみが押しかけてきた翌日、耀子はほとんど眠れないまま朝を迎え、いつもよりかなり早くに起床してキッチンで濃いコーヒーを飲んでいる。

　昨晩は考えすぎて結局なんの結論も出せないまま、寝返りを打ち、一旦眠ろうと試みたが結局思うようにいかず、朝陽が差し込んできたところで諦めて寝床から抜け出したのだ。

　一体何をどう言えばいいというのか。結局、耀子をだましていたのは成瀬の方で、成瀬が婚約者であるつぐみと話し合うべきなのだ。耀子ができることはない。ただ、彼との関係をきっぱり終わらせることだけ。それなら、ＳＮＳのメッセージで事足りる。

　話し合わずに、顔を合わせないように成瀬との関係を終わらせることができれば、きっと事はうまくいくはずだ。

　会ってしまったら最後、耀子の決意が一瞬で崩れ落ちてしまいそうで怖かった。

「どうしよう……」

　ため息とともに無意識に吐き出された言葉で我に返り、苦いコーヒーを飲んだ。

　成瀬は婚約などしていないと耀子に言ったが、つぐみは成瀬と耀子の関係を知って傷ついていたように見えた。響さんのことなんてどうでもいいと言ったのは、どうでもよくないという意味の裏返しに取れる。そして耀子に憎しみを抱いて報復するとはっきり言ったのだ。

　冷静になればなるほど、どれだけ自分に男を見る目がないかを痛感して落ち込んでしまう。

　耀子は視線の先にあるスマホを手に取ると、勇気を出して電源を入れてみた。

　すぐさま通知音が鳴り始め止まらなくなる。耀子は咄嗟に消音にした。

　画面に映し出されているのはすべて成瀬からのメッセージだった。じっと画面だけを見ていた耀子は、映し出された文字列に硬直した。

『朝一でそこに行きます』

　――え、うそっ、朝一？　今日？　今日のこと？　い、今何時？

　耀子は慌てふためき、キッチンで挙動不審気味にキョロキョロと視線を彷徨わせた。

　ピンポーン。

　その音に手元が狂ってコーヒーの入ったマグカップが手元から落ちた。しかしそれは幸運にもテーブルの上に正しく着地しただけで、コーヒー一滴さえこぼれ落ちずに鎮座している。

　ピンポーン。

　既視感を持たせるこのシチュエーション。二度目のベルで耀子は恐る恐る玄関へ向かった。

「耀子さん、僕です。成瀬です。そこにいるのはわかってますから開けてください」

　玄関にたどり着いたと同時に成瀬の声が聞こえて、心臓が止まるのではないかと思うほど驚かされた耀子は時間が止まったように動きを止めた。

「耀子……ドアを開けて、僕の話を、ただ聞いてくれるだけでいい。話がしたい」

　成瀬は玄関先ではっきりした口調でそう告げる。本当に耀子が扉を挟んでそこにいると確信しているように。

　居留守を使うこともできる。だが、逃げてばかりはいられないのが現実だ。逃げたい。だが逃げられない。絶望的な気持ちが押し寄せてくる。

　結局気持ちよりも先に体が動き鍵を開けていた。

　玄関の引き戸がゆっくりと開く。成瀬が鍵を開ける音を聞いてドアを引いたのだ。

　目の前に現れた成瀬と目が合った瞬間、耀子は言葉をなくしてしまう。彼の真剣な表情、その視線の強さが意味するものがなんなのか知ることが怖い。

「やっと……会えた」

　そう言った唇に視線が勝手に釘付けになる。こんな時に、なんてセクシーな唇なんだろうと見入ってしまう。そこから目が離せなくなると、脳はすぐさまその甘さを思い出し、キスしたくなる。

　耀子はそこで我に返り慌てて目を逸らした。

「僕のこと、誤解してるんだね。僕は婚約なんかしてない。あれは親が勝手に決めたことなんだ。僕は……僕がずっと好きだったのは耀子だけだ。ずっと……憧れてた。ずっと好きだった。いや、好きなんて軽いものじゃなく……どんなことをしてでも手に入れたかった……」

　――えっ？　ええっ？　今のは自分の勝手な妄想だろうか？　彼の言葉なのだろうか……？

　そんな馬鹿げた疑問が浮かぶほど耀子にとっては想定外の……想像を絶する予想外の言葉だった。

「やっと手に入れたのに、そんな簡単に手放すと思う？」

　蛇に睨まれた蛙の気分がよくわかる気がした。きっとこんな風に怖くなって彼の一挙手一投足を警戒することで精一杯なのだ。指先一本動いただけで脱兎のごとく逃げ出そうと思っているが、脚が機敏に動くかどうか自信がなく不安になる。そんな感じだ。

　蛙の気持ちなど今考えている場合ではないのに、耀子はそんなどうでもいいことを考えていた。もちろん成瀬から視線は外していない。まるで視線という名の蜘蛛の巣に捕らえられた哀れな蝶のようだ。

「僕はね、親の言いなりで自分の人生を棒に振るほど馬鹿じゃない。もちろん会社は継ぐよ。そのつもりで今頑張ってるんだ。けど、結婚は違う。好きな人と結婚できないなら僕は誰とも結婚なんかしない」

　一語一句漏らさずに耀子の耳に届いた。胸に熱の塊ができたみたいに熱くなる。息ができなくなって、次第に喉がヒリヒリし出した。

　成瀬の言葉は、耀子を動揺させたが、それでも彼の言う好きな相手が自分のことだとどうしても信じることができない。

「僕が愛してるのはあなたです。耀子」

　耀子の気持ちを察しているように成瀬がはっきりと言った。

「う……」

　言葉にならない呻き声が漏れる。自分でも何が言いたいのかわからない。感動が押し寄せてきて言葉にならなかったのだ。

「僕は耀子と一緒に成功したい。ＮＲＳは世界に通じた複合企業だ。もっと広く世界に通用する会社に成長させたい。僕の夢を叶えるために一緒に闘って欲しい」

　耀子は目を見開き、驚愕を隠せない。

　――まさか、こんな……これって、ぷ、プロポーズ？

　脳細胞が一気に活性化したみたいに思考がバラ色になる。体中がエネルギーに満ち溢れその発光している色さえ見えそうな気がするほど気持ちが昂ぶっていた。

「僕を信じて」

　真摯な視線でそう告げられ、耀子はお花畑の思考を一旦現実に引き戻した。

　ゴクリとつばを飲み込み、心を決めて頷く。

「は、はい」

　それしか言えなかったけれど成瀬には伝わったようでぎゅっと抱きしめられた。この力強い感触に安堵感が押し寄せてくる。

　不安がないとは言えない。成瀬を信じたい気持ちが耀子の猜疑心さえも抑えてしまったのだ。

「さて、そうと決まったからには、準備して。今から父に会ってもらいます」

「はっ、はい？」

　思わず甲高い声が漏れた。想定外のその言葉で耀子は成瀬の本気を知った。しかし、つぐみのことはどうするのだろう。

「で、でもつぐみさんのことは？　あなたは婚約してないつもりかもしれないけど、彼女はそうじゃないと思うよ。だって……」

　そういえば成瀬はつぐみがここに来たことは知らない。つぐみとの会話をここで言うわけにはいかなかった。

「ああ、彼女が僕の婚約を進めたのはそもそもアリシアに近づくためのようなものだから、それこそもう僕はお役御免じゃないかな。あ、そういえば彼女ここに来たでしょ」

　――は、はい？

　今度は声に出ず心の中で耀子は疑問の声を発した。一体どうなっているのかさっぱりわからない、しかしつぐみがここへ来たことは知っていたようだ。

　耀子が首をひねっていたからだろうか、成瀬がクスクスと笑い出す。耀子は馬鹿にされているような気分になり眉間に皺を寄せて彼を睨んだ。

「ごめん、ごめん。本当に何も気づいてないんだなって……耀子って、本当に純粋で可愛い人だね」

「な、な、何言ってるのよ。三十路の年上に向かって。わ、私だって……」

　と、言いかけて、何をわかっているのだろう？　――と、ふと考え込む。成瀬の言いたいことがさっぱり見えてこなかった。

「ほらね。わかってない。もしかしてアリシアがレズビアンだってことも知らなかった？」

「え、え、ええ――――？」

　まさかである。そんな気がしたが、やっぱりそうだったとなると衝撃は大きい。今更わかってましたと言うには苦しいほど発狂してしまった後では、耀子はもう何も言えなかった。

「そ、そう……」

「そう。そしてつぐみはアリシアの大ファンで、アリシア一筋。わかった？」

　わかった？　と、言われても言葉そのままの意味しか耀子は理解できない。つぐみは確かにアリシアのファンで翻訳家になりたかったと言っていたから。

「つぐみはアリシアに近づくために僕を利用したまで。婚約は彼女自身のカモフラージュ」

　カモフラージュ？　一体何の？

　耀子の疑問は膨れるばかりだ。

「カモフラージュって、何の？」

「やっぱり、わかってない。ロマンス小説の翻訳家でそういうシチュエーションも出てきてるはずなのに、というか、アリシアの作品には同性愛者がたくさん出てくるのにどうしてわからないの？」

　耀子はやっとその意味を悟った。

「え、ええっ……えっと、つぐみさんは……あ、アリシアが……」

　成瀬がほっとしたような表情になり、そして満面の笑みを作った。その笑顔に耀子も力なく微笑む。本当に情けない。これでロマンス小説の翻訳家だとは……。

「そういうことです。彼女はそもそも僕のことなんて恋愛対象ですらない。安心した？」

　ここは素直に頷くしかないだろう。

　耀子は脱力したように成瀬の胸に抱きついた。
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（二）






　つまり、事の発端はこの婚約話だった。

　成瀬は両親から再々に薦められた結婚話には耳を貸さず、まずはＮＲＳが傘下に持つ企業すべてで研修したいという名目で目的であったロマンス出版へ異動を果たした。父、ＣＥＯはその条件を飲む代わりにと、つぐみとの婚約話を進め始めた。

　成瀬はつぐみと強制的にお見合いをさせられ、その時点でつぐみから条件を突きつけられたのだ。

　絶対に翻訳家の相川耀子の担当になり、アリシアに会わせろ。それがつぐみの条件で、それさえ飲めば婚約だろうが結婚だろうがしてやると息巻いていた。

　自分は男が好きじゃないと。性交渉は絶対しない。子供も産まない。そして、極めつけには外で女を作れとまで言われた成瀬は、その場でつぐみと計画を練ることにした。

　アリシアがレズビアンだとつぐみに教えたのは成瀬だ。その時の彼女の輝くばかりの笑顔は今でも脳裏に残っている。

「僕たちの目的は同じだ。僕は相川耀子を手に入れたい。そして君はアリシア。協力し合おう」

　こんな風に二人は個々の目的達成のため手を組んだのだった。

　そのつぐみが社長室のソファにお行儀良く座って成瀬と耀子の目の前にいた。

「一体どういうことだ。どうして相川先生がここにいるんだ？」

　ＣＥＯは普段は感情を見せないが、今は苛立ちを隠せずにいる。

「以前から言ってるでしょう。僕はつぐみさんとは結婚しません。僕が愛しているのは相川耀子さんだからです。つぐみさんも理解してくれているはずです」

　つぐみは無表情だ。成瀬はそんなつぐみに苛立ちを隠せない。

「そうだよね。つぐみさん」

　つぐみは少し首をかしげるようにして考えた後、頷いた。

「ええ、まぁ。結婚は愛し合っているもの同士がするのが自然だと思います。わたくしは響さんを愛してはいませんので。ここは示談ということで、婚約破棄でよろしいんじゃないでしょうか」

　つぐみの至極落ち着いた声に、ＣＥＯの方が狼狽したように立ち上がった。

「つぐみさん、この結婚はそちらの方から強引に進めてきたというのに……いいんですか？」

「ええ、わたくしも最初はこれでいいと思ってました。わたくしの父はどうしても成瀬さんと親戚になりたかったようですけど。まぁ世界進出されているＮＲＳに次期総理と持ち上げられている父の力など必要ございませんでしょう？　わたくしが父にうまく言っておきますので……大丈夫です」

　つぐみの返事を聞いていた耀子は目を白黒させて驚愕した。その表情が可愛らしくて成瀬がクスリと笑う。

「な、何笑ってるのよ。信じられない。彼女、あの安藤代議士の娘だったの？」

　ひそひそと耳元で囁く耀子に頷いてみせる。耀子は金魚のように口をパクパクさせた後、口を閉じて下を向いてしまった。

　きっと脳内でいろいろと整理しているのだろう。

「耀子先生には、今後もお付き合いいただけるのでしたら、わたくしの方はまったく問題ございません」

　耀子に気を取られていた成瀬は一瞬耳を疑った。耀子を見ると目をまん丸にさせてつぐみを見つめている。

「いや、つぐみさん……そ、それはどうかな」

「いいえ、耀子先生にはその義務があります。耀子先生は響さんと結婚する。そしてわたくしにちゃんとアリシアを紹介してください。わかってます？」

　耀子に強い視線を向けはっきりそう告げたつぐみは男の成瀬からしてもかなりの迫力だ。耀子はというと、呆気にとられたまま数秒固まっていたが気丈にも気を取り直したようで、姿勢を正した。

「え、ええ。もちろんです。わ、私のできる範囲で、必ず……あはっ」

　笑って誤魔化そうとしたのが可愛いと成瀬も笑みを作ったが、つぐみは怖い顔をして耀子を睨みつけるばかりだった。

「つぐみさん、では婚約解消でいいんですね？」

　緊迫した空気に割って入ったのはさすが修羅場を何度も経験している父だった。

「ええ、もちろんです。むしろ、そうしていただきたいほどです」

「なるほど。では婚約は破棄。響と相川先生とのことは、まずＮＲＳの承継者であることをもっと自覚し、会社で認められてからだ。そうでなければ相川先生に苦労をかけるだけだ」

　意外な父の言葉に成瀬は言葉が出ない。ただ理解していることを伝えるために真摯に頭を下げた。

「まったく、そういうことなら先に言ってくれよ。これじゃ息子に政略結婚させようとしている傲慢な父親みたいじゃないか」

　まさしくそうだったじゃないか、と、成瀬は反論しかけ口をつぐんだ。ここは言いたいことがあっても笑って済ませるに限る。

「よかったね」

　耀子が耳元でそう囁いた。

　成瀬は耀子の肩を抱くと、頷いた。

「精進します。今後のＮＲＳの繁栄に貢献できるように」

　その言葉が父を喜ばせたことには違いなかった。






「なんかさぁ。いろんな事がいっぺんに起こったから頭がついていかないけど……とにかくよかったね」

　成瀬が運転する車の中、耀子がぽつりと呟いた。

「僕の本気が伝わったって思っていいの？」

　それは成瀬の本心だった。今までずっと耀子に押しまくってきた身として初めて耀子の気持ちを確かめる。

「うん。成瀬さんのこと。信じられる」

「じゃあ、これから二人の時は響って呼んでよ」

「えっ？　そ、それなんの関係あるの？」

「あるよ。僕のこと恋人として昇格させてくれるんでしょ。というか、父の公認になったわけだし、後は母に会わせるだけ。十分婚約者だよね？　だったら名字で呼ぶの、おかしいでしょ」

「まぁ確かにそうだけど……き、響さん？」

「響」

「えっ、呼び捨て？」

「響でいい。年下だし」

「そこ、謙遜するとこ？」

「いいから呼べ」

「き、響」

　一気に幸福感が押し寄せてくる。

　こうして成瀬響の策略は見事成し遂げられたのである。

　耀子はと言うと……成瀬の横でクスクスと笑っている。こんな風に笑う彼女を成瀬は初めて目にした。

　もっと、もっと、まだ知らない彼女の笑顔が見たい。

　これからの二人を想像するだけで成瀬の頬は緩んだ。

　そして成瀬は愛おしそうに耀子を見つめる。彼女は気づいているだろうか……。いや、まったく気づいていないだろう。アリシア・Ｊ・ローレンスのベストセラー小説『命の光』のヒーローが耀子でヒロインを成瀬に当てはめると、物語は耀子と成瀬に重なるということを。

　彼女はいつ気づくだろうか……？

　成瀬はその時を想像して密かに微笑んだ。
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